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ペシャワール会は1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されまし
た。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っています
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ペシャワールの風土と
会の現地活動の軌跡 〔l〕

ペシャワールにおける会の働きの理解のために

中村 哲
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
お
よ
び
北
西
辺
境
州
の
地
理
的

特
殊
性
は
、
国
境
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
パ
キ
ス
タ

ン
内
部
で
の
「
辺
境
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

州
の
面
積
は
ほ
ぽ
九
州
程
度
、
人
ロ
一
千
万
と
い

わ
れ
、
そ
の
殆
ど
が
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
民
族
（
パ
タ

ー
ン
人
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
独
自
の
言
語
（
パ
シ

ュ
ト
ゥ
語
）
と
慣
習
法
を
も
つ
部
族
集
団
で
、
ア

フ
ガ
ン
民
族
と
も
い
う
。
こ
の
他
に
、
チ
ト
ラ
ー

ル
、
コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
、
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
な
ど
、
数

ア
フ
ガ
ン
民
族
と
北
西
辺
境
州

ー
結
成
か
ら
七
年
を
迎
え
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
、

多
く
の
医
療
・
事
務
関
係
者
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
送
り
だ
す
と
共
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
現
地

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も
の
を
長
期
的
に
支
え
る
ユ

ニ
ー
ク
な
民
間
国
際
協
力
団
体
と
し
て
成
長
し
て

き
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
我
々
は
日
本
の
良
心

ア
ジ
ア
理
解
を
深
め
る
場
を
提
供
し
て

を
束
ね
、

い
る
。こ
こ
で
現
地
事
情
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
同
時

に
、
今
一
度
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現
地
活
動
の
軌

跡
を
ふ
り
か
え
り
、
こ
れ
か
ら
の
着
実
な
歩
み
の

一
助
と
し
た
い
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
巡
る
風

t
・
政
情

万
か
ら
数
十
万
を
単
位
と
す
る
少
数
民
族
集
団
が

山
岳
地
幣
に
は
居
住
し
て
い
る
。

多
数
派
民
族
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
は
約
九

0
％
以

上
で
、
文
化
・
言
語
共
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
一

体
で
あ
り
、
北
西
辺
境
州
と
い
う
行
政
単
位
自
身

が
英
国
支
配
時
代
の
政
治
的
産
物
で
あ
る
。
両
者

は
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
は
殆
ど
連
続
し
た
も
の

と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
国
境
地
帯
の
地
方

は
「
部
族
地
域
」
と
称
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
連
邦
政
府

は
殆
ど
完
全
な
自
治
を
与
え
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ

ン
内
部
で
さ
え
も
、
北
西
辺
境
州
は
連
邦
政
府
に

対
し
て
し
ば
し
ば
反
骨
精
神
が
盛
ん
で
あ
る
。
州

が
パ
キ
ス
タ
ン
よ
り
分
離
す
る
現
実
的
な
可
能
性

は
当
分
考
え
ら
れ
な
い
が
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
優

位
の
状
態
に
対
す
る
強
い
不
満
が
蔓
延
し
て
い
る
。

パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
の
一
体
感
と
い
う
こ
と
で
生
き

生
き
と
思
い
出
さ
れ
る
出
来
事
は
、
「
辺
境
の
ガ

ン
ジ
ー
」
と
称
せ
ら
れ
た
反
英
運
動
の
闘
士
、
ア

ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ッ
フ
ァ
ー
ル
・
カ
ー
ン
の
死
（
一

九
八
七
年
没
・
九
九
歳
）
で
あ
る
。
彼
は
最
後
ま

で
ガ
ン
ジ
ー
の
国
民
会
議
派
を
支
持
し
て
、
パ
キ

ス
タ
ン
構
想
に
反
対
し
続
け
、
生
涯
の
大
部
分
を

牢
獄
で
過
ご
し
、
「
パ
シ
ュ
ト
ニ
ス
タ
ン
（
パ
タ

の
分
離
独
立
を
主
張
し
続
け
た

ー
ン
人
の
国
）
」

英
雄
で
あ
る
。
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彼
の
指
揮
す
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
の
グ
ル
ー
プ
は

か
つ
て
「
赤
シ
ャ
ツ
隊
」
と
呼
ば
れ
、
ガ
ン
ジ
ー

の
非
暴
力
不
服
従
を
奉
じ
、
英
国
官
憲
に
よ
る
弾

丸
の
雨
の
中
を
も
の
と
も
せ
ず
整
然
と
行
進
し
た
。

文
字
ど
お
り
同
志
の
屍
を
越
え
て
、
無
抵
抗
で
敢

然
と
進
む
様
は
弾
圧
側
を
震
え
上
が
ら
せ
た
と
い

う
の
は
余
り
に
有
名
な
事
実
で
あ
る
。
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
の
英
国
人
統
治
者
に
は
発
狂
す
る
者
も
出
た

と
い
う
。

彼
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
近
郊
の
チ
ャ
ル
サ
ダ
の
出

身
者
で
あ
っ
た
が
、
「
死
ん
で
も
パ
キ
ス
タ
ン
で

は
葬
る
な
」
と
の
遺
言
を
尊
重
し
て
遺
体
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
側
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
と
い
う
所
で

埋
葬
さ
れ
た
。
私
の
赴
任
当
時
、
ア
フ
ガ
ン
政
府

軍
と
ム
ジ
ャ
ヘ
デ
ィ
ン
・
ゲ
リ
ラ
は
文
字
通
り
死

闘
を
展
開
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
戦
闘
が
完

全
に
停
止
し
て
、
北
西
辺
境
州
の
住
民
ば
か
り
か
、

相
互
に
争
う
ア
フ
ガ
ン
人
戦
闘
員
も
共
に
こ
の
老

闘
士
に
最
敬
礼
を
捧
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
パ
シ
ュ

ト
ゥ
ン
の
一
体
感
を
我
々
は
よ
く
理
解
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

し
か
し
一
方
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
中
央
へ

の
不
従
順
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
多
く
の
難
問

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
内
乱
に
伴
う
難
民
流
入
を
容
易
に
し
た
し
、
麻

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
平
野
部
と
ス
ワ
ト
な
ど
の
盆

地
部
を
除
け
ば
、
州
の
大
半
は
険
峻
な
山
岳
地
帯

か
不
毛
の
岩
石
沙
漠
で
、
生
産
性
は
低
い
。
半
農

半
牧
が
普
通
で
あ
る
が
、
国
境
地
帯
に
居
住
す
る

部
族
は
運
送
業
（
密
輸
）
に
よ
る
収
人
が
大
き
い
。

「
密
輸
」
と
い
う
と
聞
こ
え
が
悪
い
が
、
住
民
の

方
か
ら
言
え
ば
「
国
境
が
後
で
勝
手
に
引
か
れ
た

か
ら
」
で
、
密
輸
1
1
悪
と
い
う
の
が
異
質
な
概
念

な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
近
代
的
な
国
家
の
観
念

が
彼
ら
の
中
に
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
法
律
も
実
態

が
な
い
。
総
て
は
伝
統
的
な
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
に
共

通
す
る
慣
習
法
の
下
で
裁
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

傾
向
は
大
な
り
小
な
り
他
の
ア
ジ
ア
の
農
村
杜
会

に
共
通
し
て
い
る
が
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
の
場
合
、

徹
底
し
た
復
讐
法
に
よ
っ
て
互
い
の
暴
力
行
使
を

牽
制
し
あ
っ
て
い
る
部
族
社
会
と
い
う
特
質
を
備

え
て
い
る
。

こ
の
風
土
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
働
き
を
理

解
す
る
上
で
大
切
で
、
住
民
の
割
拠
対
立
の
気
風

は
他
の
南
ア
ジ
ア
地
域
よ
り
も
、
よ
ほ
ど
高
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
で

バ
シ
ュ
ト
ウ
ン
社
会
と
ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル

薬
の
生
産
地
と
し
て
も
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
手
を

や
か
せ
て
い
る
。

「
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
（
パ
タ
ー
ン
人
）
」
の
名
は
、

好
戦
的
な
征
服
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
、
一
種

の
畏
怖
・
恐
怖
心
を
伴
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
普

通
で
あ
る
。

最
も
普
通
に
話
さ
れ
る
の
は
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
の

母
語
・
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
で
、
教
育
の
あ
る
者
は
ウ

ル
ド
ゥ
語
（
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
語
）
も
で
き
る
。

ペ
ル
シ
ャ
語
が
国
際
語
と
し
て
は
重
要
で
、
ソ
連

南
部
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
北
西
辺
境
州
の
一
部

と
、
中
央
ア
ジ
ア
で
の
共
通
語
と
な
っ
て
い
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
は
こ
の
よ
う
な
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン

の
部
族
社
会
の
海
に
浮
か
ぶ
小
島
の
よ
う
な
存
在

で
、
古
来
よ
り
中
央
ア
ジ
ア
内
陸
貿
易
の
イ
ン
ド

側
の
門
戸
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な

貿
易
都
市
の
性
格
は
今
日
も
殆
ど
変
化
し
て
お
ら

ず
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
優
れ
た
国
際
的
色
彩
を
帯

び
さ
せ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か

ら
パ
キ
ス
タ
ン
側
へ
流
れ
て
来
る
密
輸
品
で
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
は
潤
っ
て
い
る
。
面
倒
な
関
税
措
置
が

な
い
の
で
、
中
国
や
ソ
連
、
日
本
、
東
欧
・
西
欧

諸
国
と
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
製
品
が
主
に
カ
ブ
ー
ル

経
由
で
出
回
っ
て
い
る
。
種
類
も
マ
ッ
チ
か
ら
銃

器
類
に
至
る
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
人
口
は
五
十
万
か
ら
百
万
と

い
わ
れ
、
北
西
辺
境
州
の
み
な
ら
ず
、
中
央
ア
ジ
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ア
で
は
カ
ブ
ー
ル
と
並
ぶ
大
都
会
で
あ
る
。
人
口

は
大
き
な
政
治
的
変
動
や
戦
争
の
た
び
に
膨
張
し
、

大
半
は
か
つ
て
難
民
や
亡
命
、
出
稼
ぎ
で
住
み
つ

い
た
も
の
で
あ
り
、
何
も
今
回
の
ア
フ
ガ
ン
戦
争

が
特
別
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
部
族
や

出
身
地
別
に
一
種
の
コ
ロ
ニ
ー
を
な
し
て
定
着
し

．て
お
り
、
少
数
な
が
ら
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
や
シ
ー
ク

教
徒
、
英
国
支
配
の
遺
産
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒

も
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
大
半
は
、
か
つ
て
英

印
軍
の
軍
属
と
し
て
、
あ
る
い
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒

地
主
の
小
作
農
と
し
て
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
か
ら
連
れ

て
こ
ら
れ
た
人
々
で
あ
る
が
、
中
に
は
英
国
支
配

時
代
の
エ
リ
ー
ト
層
と
し
て
高
い
地
位
の
職
業
に

つ
い
て
い
る
者
も
あ
る
。
し
か
し
、
殆
ど
が
ス
ラ

ム
地
区
に
住
む
低
所
得
者
層
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
ま

た
は
英
国
教
会
系
で
あ
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
平
野
は
肥
沃
で
、
小
麦
・
米
な

ど
の
穀
類
、
柑
橘
類
・
す
い
か
・
メ
ロ
ン
・
ざ
く

ろ
・
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
物
、
ピ
ス
タ
チ
オ
・
豆
類

・
く
る
み
・
ピ
ー
ナ
ツ
な
ど
も
豊
富
に
産
す
る
。

し
か
し
、
都
市
近
郊
を
除
け
ば
自
給
自
足
が
や

っ
と
で
、
農
村
の
現
金
収
入
は
非
常
に
少
な
い
。

都
市
部
で
は
、
一
般
現
金
生
活
者
の
収
入
は
月
給

で
平
均
一

0
0
0
ル
ピ
ー
（
約
七

0
0
0
円
）
前

後
で
あ
り
、
肉
体
労
働
者
の
日
当
が
三
五
ー
五

0

や
ま
し
な
中
流
階
級
で
も
―

1
0
0
0
ー
三

0
0
0

ル
ピ
ー
を
越
え
な
い
。

就
学
率
に
つ
い
て
い
え
ば
、
北
西
辺
境
州
の
学

童
期
年
齢
の
約
―
―
五

i
-
―-
0
％
程
度
と
い
わ
れ
、

そ
れ
も
殆
ど
が
男
子
で
あ
る
。
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
な

ど
に
比
べ
る
と
ず
っ
と
低
い
。
た
だ
、
何
を
以
て

「
教
育
」
と
呼
ぶ
か
は
別
で
、
将
来
の
糧
を
得
る

た
め
の
技
術
教
育
な
ら
ば
家
業
の
手
伝
い
を
し
て

お
れ
ば
よ
い
し
、
道
徳
・
宗
教
教
育
な
ら
ば
村
の

モ
ス
ク
を
中
心
に
イ
ス
ラ
ム
的
な
人
間
教
育
が
な

さ
れ
る
。
有
効
識
字
率
は
一

0
％
未
満
と
思
わ
れ
、

読
み
害
き
が
で
き
る
だ
け
で
農
村
で
は
尊
敬
を
受

け
る
。土

地
所
有
形
態

士
地
所
有
形
態
は
そ
の
共
同
体
の
在
り
方
を
理

解
す
る
鍵
で
あ
る
。
資
料
が
少
な
い
が
、
当
地
で

確
認
で
き
た
一
般
的
事
実
を
述
べ
て
み
よ
う
。

北
西
辺
境
州
の
寒
村
で
は
自
作
農
が
多
い
。
地

主
の
支
配
に
よ
る
小
作
制
度
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

一
般
に
小
規
模
で
、
イ
ン
ド
的
な
厳
格
な
世
襲
的

階
級
分
化
は
な
い
。
ザ
ミ
ン
ダ
ー
リ
（
地
主
）
と

自
称
す
る
者
で
も
せ
い
ぜ
い
数
十
名
の
小
作
を
養

っ
て
い
る
程
度
で
、
質
素
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

ル
ピ
ー

（
約
二
五

oi-――五
0
円
）
程
度
で
、

ゃ

自
作
農
民
と
小
地
主
群
が
血
縁
関
係
で
結
束
し
、

お
お
ざ
っ
ぱ
に
、
家
族
—
氏
族
1

部
族
の
単
位
を

形
成
す
る
。

そ
も
そ
も
本
格
的
な
イ
ン
ド
的
大
土
地
所
有
は
、

英
国
に
よ
る
「
徴
税
権
」
の
獲
得
と
共
に
イ
ン
ド

亜
大
陸
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
土
地
が
譲
渡

の
対
象
と
な
っ
て
少
数
の
大
地
主
が
次
々
と
小
地

主
を
併
合
し
、
富
の
独
占
が
進
行
す
る
過
程
で
あ

り
、
古
典
的
封
建
社
会
か
ら
脱
皮
す
る
農
村
の
再

編
成
で
あ
る
。
こ
の
事
情
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら

明
治
初
期
の
日
本
で
見
ら
れ
た
現
象
と
大
差
な
い

が
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
は
英
国
人
自
身
が
新
興
地

主
と
し
て
支
配
・
進
出
し
、
多
民
族
の
混
在
も
絡

ん
で
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
。

し
か
し
、
北
西
辺
境
州
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
大
士
地
所
有
を
可
能
に

す
る
肥
沃
な
農
地
は
限
ら
れ
て
お
り
、
大
半
は
そ

れ
ぞ
れ
の
土
着
小
地
主
の
ミ
ニ
封
建
性
か
、
古
典

的
な
領
主
と
し
て
せ
い
ぜ
い
―
つ
の
盆
地
を
治
め

る
程
度
に
留
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
「
パ
シ
ュ

ト
ゥ
ン
に
半
人
前
は
い
な
い
」
と
い
う
独
立
覇
気

の
気
風
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
国
一
城
の
主
と
い
う

小
地
王
制
度
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
、
農
村
で
は

耕
作
器
具
と
並
ん
で
ラ
イ
フ
ル
が
不
可
欠
の
も
の

で
あ
る
。
武
士
と
農
民
が
未
分
化
で
、
血
縁
関
係
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の
強
固
な
古
代
末
期
か
ら
初
期
封
建
社
会
に
、
ほ

ぽ
相
当
す
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
事
情
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
同
じ
で
あ
る
。

北
西
辺
境
州
で
は
、
こ
の
よ
う
な
農
村
社
会
の

基
礎
構
造
に
加
え
て
、
大
き
な
盆
地
の
封
建
領
主

制
度
、
平
野
部
の
大
土
地
所
有
、
遊
牧
民
を
許
容

す
る
「
入
会
地
」
的
な
制
度
、
大
都
市
近
郊
に
見

ら
れ
る
投
機
的
な
土
地
所
有
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
、

工
業
化
に
伴
う
し
ば
し
ば
悲
劇
的
な
、
農
村
の
分

解
過
程
が
重
な
っ
て
く
る
。
古
代
末
期
か
ら
現
代

ま
で
が
、
容
赦
な
く
重
層
的
に
折
り
重
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

た
だ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
内
乱
の
影
響
で
こ

の
構
造
が
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

土
地
改
革
は
皮
肉
に
も
革
命
政
権
に
よ
っ
て
は
殆

ど
そ
の
実
を
上
げ
る
こ
と
な
く
、
旧
体
制
は
戦
乱

と
難
民
発
生
に
よ
っ
て
突
き
崩
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
イ
ス
ラ
ム
教
が

こ
の
共
同
体
を
律
す
る
強
固
な
紐
帯
と
し
て
君
臨

し
、
社
会
的
変
動
は
常
に
宗
教
的
装
い
を
凝
ら
し

て
一
層
複
雑
な
も
の
と
な
る
。
人
々
の
精
神
構
造

も
こ
れ
を
反
映
し
て
、
複
雑
な
近
代
化
の
苦
悩
の

た
だ
中
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
我
々
が

「
協
力
」
や
「
分
か
ち
合
い
」
と
い
う
と
き
、
こ

の
よ
う
な
困
難
な
事
情
が
人
々
の
背
景
に
あ
る
こ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
内
乱
と
難
民
発
生

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
内
乱
は
ダ
ウ
ー
ド
元
大
統

領
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
王
政
廃
止
(
-
九
七
三

年
）
の
頃
か
ら
く
す
ぶ
り
始
め
、
王
政
復
古
派
、

急
進
的
左
翼
勢
力
、
保
守
勢
力
の
抗
争
の
う
え
に
、

伝
統
的
な
部
族
対
立
が
絡
ん
で
複
雑
な
様
相
を
呈

し
た
。
一
九
七
七
年
に
ダ
ウ
ー
ド
自
身
も
殺
さ
れ
、

ソ
連
に
擁
立
さ
れ
た
急
進
的
左
颯
勢
力
が
権
力
を

掌
握
し
た
。

し
か
し
、
「
革
命
政
権
」
が
強
引
で
急
激
な
社

会
改
革
を
開
始
す
る
や
、
た
ち
ま
ち
伝
統
的
イ
ス

ラ
ム
社
会
と
真
っ
向
か
ら
衝
突
、
「
解
放
」
さ
れ

る
は
ず
の
農
民
層
自
身
が
立
ち
上
が
っ
て
反
乱
は

全
国
に
拡
大
し
た
。
手
を
や
い
た
カ
ブ
ー
ル
政
権

は
ソ
連
の
支
援
を
頼
み
、
一
九
七
九
年
十
二
月
ソ

連
軍
の
大
部
隊
一

0
万
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵

攻
し
た
。
徹
底
し
た
掃
討
作
戦
に
よ
っ
て
多
数
の

村
が
焦
土
と
化
し
、
大
量
の
難
民
が
イ
ラ
ン
と
パ

キ
ス
タ
ン
の
北
西
辺
境
州
に
流
入
し
た
。
そ
の
数

は
イ
ラ
ン
で
百
五
十
万
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
三
百

五
十
万
人
、
う
ち
北
西
辺
境
州
の
み
で
二
百
七
十

万
人
に
上
っ
た
。
死
亡
者
は
百
万
人
と
も
二
百
万

人
と
も
い
わ
れ
る
。

と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

JI. 
北
西
辺
境
州
の
保
健
術
生
事
情
と

ら
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画

＿
般
的
疾
病
構
造
と
問
題
点

抵
抗
勢
力
側
は
北
西
辺
境
州
の
国
境
地
帯
に
難

民
と
し
て
逃
れ
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
根
拠
地
と
し

て
果
敢
な
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し
、
政
府
の
支
配
地

区
を
た
ち
ま
ち
点
と
線
に
帰
し
た
。
だ
が
、
少
な

く
と
も

一
九
八
五
年
頃
ま
で
は
、
自
然
発
生
的
な

民
衆
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
い
う
健
全
さ
を
留
め
て

い
た
。
ゲ
リ
ラ
た
ち
の
多
く
は
住
民
そ
の
も
の
で

あ
り
、
旧
式
の
ラ
イ
フ
ル
と
敵
か
ら
奪
っ
た
武
器

で
自
力
で
抗
戦
し
て
い
た
。
政
治
党
派
の
乱
立
と

権
力
闘
争
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
五
年

以
後
、
米
国
の
大
幅
な
武
器
援
助
が
本
格
化
し
て

か
ら
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
四
月
、
米
ソ
主
導
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

和
平
協
定
が
成
立
し
、
頭
ご
し
交
渉
に
抵
抗
し
た

パ
キ
ス
タ
ン
の
ジ
ア
ウ
ル
・
ハ
ク
大
統
領
は
暗
殺

さ
れ
た
。
一
九
八
九
年
二
月
ま
で
に
ソ
連
の
全
兵

力
が
引
き
上
げ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
匹
敵
す
る
量
の
爆
弾
で
国
土
は
焦
土

と
化
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
村
の
半
数
が
壊

滅
、
安
定
と
復
興
ハ
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
の
が
現
実

で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
社
会
的
事
情
か
ら
、
お
お
よ
そ

の
医
療
事
情
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
疾
病

の
構
造
、
そ
の
問
題
点
は
他
の
南
西
ア
ジ
ア
諸
国

と
大
同
小
異
で
あ
る
。
貧
困
1
1
不
衛
生
1
1
病
気
は

こ
こ
で
も
―
つ
の
強
固
な
環
を
な
し
て
い
る
。
さ

ら
に
事
態
を
決
定
的
に
困
難
に
し
て
い
る
の
は
富

の
偏
在
で
あ
る
。
医
療
技
術
に
し
て
も
、
平
均
水

準
は
と
も
か
く
、
現
在
で
は
金
を
持
っ
て
カ
ラ
チ

や
ラ
ホ
ー
ル
に
行
き
さ
え
す
れ
ば
、
欧
米
並
に
近

い
高
水
準
の
医
療
は
受
け
ら
れ
る
。
問
題
が
決
し

て
「
技
術
力
の
低
水
準
」
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

優
秀
な
人
材
は
北
西
辺
境
州
に
も
い
く
ら
で
も
い

る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
人
材
は
、
一
般
に
技
術
力
を

発
揮
で
き
る
欧
米
諸
国
に
逃
げ
て
ゆ
く
。

死
亡
原
因
で
は
感
染
症
が
第
一
位
を
占
め
、
乳

幼
児
死
亡
率
は
ネ
パ
ー
ル
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と

大
差
な
い
。
群
を
抜
い
て
下
痢
症
が
死
亡
原
因
の

第
一
位
で
、
マ
ラ
リ
ア
、
結
核
、
ア
メ
ー
バ
症
、

リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
、
リ
ウ
マ
チ
熱
に
よ
る
心
臓

弁
膜
症
な
ど
は
普
通
に
見
ら
れ
る
。
頻
回
の
出
産
、

鈎
虫
症
、
マ
ラ
リ
ア
、
遺
伝
性
血
液
疾
患
に
よ
る

貧
血
・
栄
養
障
害
も
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
状
態
で
あ

る
。
（
と
く
に
女
性
・
子
供
で
は
慢
性
の
貧
血
状

態
が
多
い
こ
と
を
我
々
の
調
在
は
明
ら
か
に
し
た
。

血
色
素
量
の
平
均
値
は
欧
米
・
日
本
に
お
け
る
よ

り
も
ず
っ
と
低
い
。
ゆ
と
り
の
な
い
状
態
で
は
、

わ
ず
か
な
障
害
が
速
や
か
に
重
症
化
し
や
す
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
）

大
都
市
偏
在
型
の
医
療
構
造
も
顕
著
で
、
こ
れ

は
日
本
の
三

0
年
以
上
前
の
医
療
過
疎
の
状
態
を

さ
ら
に
極
端
に
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
日

本
の
場
合
、
豊
富
な
保
健
財
政
と
交
通
網
の
整
備

で
間
題
を
切
り
抜
け
た
が
、
同
様
の
過
程
を
北
西

辺
境
州
に
期
待
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
州
政
府
は
B
H
u
(
b
a
s
i
c
h
e
a
l
t
h
 u
n
i
t
)
 

を
各
村
単
位
に
配
備
し
て
対
処
し
て
き
た
が
、
実

質
的
に
機
能
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
稀
で
あ
る
。
た

と
え
意
欲
の
あ
る
若
い
医
者
が
赴
い
て
も
、
十
分

に
機
能
す
る
機
関
病
院
の
な
い
こ
と
、
輸
送
手
段

が
し
ば
し
ば
困
難
な
こ
と
、
僻
地
に
止
ま
る
こ
と

が
そ
の
医
師
の
将
来
に
不
利
な
事
情
を
作
り
出
す

こ
と
な
ど
で
、
実
質
的
に
機
能
し
て
は
い
な
い
。

予
防
教
育
・
衛
生
状
態
の
改
善
も
同
じ
く
困
難

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
基
礎
的
な

教
育
水
準
の
古
向
さ
と
、
主
婦
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。
し
か
し
、
女
性
を
隠
す
習
慣
の
あ
る
北
西

辺
境
州
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
社
会
で
は
主
婦
へ
の
働

き
掛
け
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
主

婦
が
ま
と
も
な
教
育
（
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ム
教
育

を
受
け
る
機
会
は
殆
ど
な
い
。

で
さ
え
）

ら
い
は
全
体
か
ら
す
る
と
決
し
て
大
き
な
問
題

で
は
な
い
が
、
こ
の
州
の
抱
え
る
保
健
衛
生
対
策

上
の
悩
み
を
そ
の
ま
ま
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

我
々
の
活
動
と
も
関
係
が
深
い
の
で
、
こ
こ
で
は

少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
よ
う
。

M
a
r
i
e
 A
d
e
l
a
i
d
e
 L
e
p
r
o
s
y
 C
e
n
t
r
e
は
、
一
九

八
五
年
の
パ
キ
ス
タ
ン
全
土
の
総
登
録
患
者
数
を

約
一
五

0
0
0
名
と
発
表
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
六
年
前
の
登
録
数
で
、
そ
の
後
の
発
見
活
動
に

よ
っ
て
倍
増
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

病
気
の
分
布
は
特
定
の
地
域
に
集
中
す
る
傾
向

が
強
い
。
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
で
は
少
な
く
、
カ
ラ

チ
周
辺
と
北
西
辺
境
州
に
集
中
し
て
い
る
。
北
西

辺
境
州
で
は
一
般
に
山
岳
地
帯
に
多
発
す
る
。
囚

み
に
、
女
性
患
者
の
割
合
は
三

0
％
以
下
、
北
西

辺
境
州
で
は
一
一
五
％
で
あ
る
。
ら
い
対
策
は
母
子

衛
生
上
の
間
題
で
も
あ
る
。

ア
フ
ガ
ン
人
患
者
も
北
西
辺
境
州
で
は
大
き
な

問
題
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
戦
の
影
響
で
対
策

は
大
幅
に
遅
延
し
た
。
ら
い
は
ま
だ
ま
だ
燃
え
盛

っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
全
体
の
実
質
的
な
ら
い
根
絶
計
画

の
推
進
役
は
、
一
九
五
五
年
に
カ
ラ
チ
を
中
心
に

ら
い
根
絶
計
画
に
お
け
る
諸
問
題
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ら
い
根
絶
計
圃
五
ケ
年
計
画

活
動
を
始
め
た
M
a
r
i
e
A
d
e
l
a
i
d
e
 L
e
p
r
o
s
y
 C
e
n
,
 

t
r
e

で
、
州
政
府
ベ
ー
ス
と
は
言
い
な
が
ら
北
西

辺
境
州
で
も
技
術
財
政
共
に
彼
ら
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
し
か
し
、
一
九
八
四
年
以
来
、
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
1
1
J
A
M
S
が
代
表
す
る
日
本
の
民

間
の
支
え
が
次
第
に
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

一
九
八
三
年
に
始
ま
っ
た
「
五
ケ
年
計
画
」
で

は、

M
a
r
i
e
A
d
e
l
a
i
d
e
 L
e
p
r
o
s
y
 C
e
n
t
r
e
が
実
質

的
な
主
役
と
な
り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
病
院
が
加
わ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
骨
子
は
、

公
営
病
院
の

一
角
に
開
か
れ
た
ら
い
セ
ン
タ
ー
と

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
を
基
地
病
院
と
し
、
州
の
各
地

域
三
五
ケ
所
に
投
薬
・
診
療
所
を
設
置
、
診
療
員

を
配
備
し
て
ジ
ー
プ
や
バ
イ
ク
を
与
え
て
機
動
力

を
増
し
、
早
期
発
見
と
定
期
服
薬
を
徹
底
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
登
録
数
は

過
去
数
年
の
間
に
爆
発
的
に
増
加
、
現
在
約
七
千

名
に
迫
っ
て
い
る
。

M
a
r
i
e
 A
d
e
l
a
i
d
e
 L
e
p
r
o
s
y
 C
e
n
t
r
e
は
、
紀
元

二
0
0
0年
ま
で
に
ら
い
根
絶
を
パ
キ
ス
タ
ン
で

達
成
す
る
と
宜
言
、

M
D
R

（
多
剤
併
用
療
法
）

を
切
り
札
と
し
て
積
極
的
に
実
施
し
た
。
こ
の

M

D
R
は、

月
に

一
回
必
ず
ら
い
診
療
員
の
所
に
赴

い
て
投
薬
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
診

療
所
か
ら
離
れ
た
村
に
住
む
患
者
に
は
大
き
な
負

担
で
あ
る
。

こ
の
た
め
「
在
宅
治
療
」
の
方
針
が
立
て
ら
れ

て
、
定
期
服
薬
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、

山
岳
地
帯
の
多
い
辺
地
で
は
交
通
の
便
が
極
め
て

悪
い
。
ら
い
診
療
員
は
患
者
訪
問
に
大
半
の
時
間

を
費
や
し
、
診
療
所
は
も
ぬ
け
の
殻
の
こ
と
が
多

く
、
来
た
患
者
が
薬
を
受
け
取
れ
ず
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
ま
で
は
る
ば
る
出
て
く
る
と
い
う
事
態
も
増

え
て
い
る
。
こ
の

M
D
R
自
身
が
様
々
な
問
題
を

も
っ
て
い
る
が
、
殆
ど
終
生
の
服
薬
を
要
求
さ
れ

る
ら
い
に
お
い
て
、
し
か
も
北
西
辺
境
州
の
よ
う

な
医
療
予
算
の
貧
し
い
所
で
、
や
む
を
得
な
い
試

み
で
は
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
て
、
「
紀
元
二

0
0
0年
ま
で
の
根
絶
」

と
い
う
の
は
、
ま
だ
ま
だ
努
力
の
要
る
こ
と
で
あ

る
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
を
支

援
す
る
我
々
と
し
て
は
、
こ
の
積
極
的
な
面
を
評

価
し
て
特
に
批
判
が
ま
し
い
こ
と
は
公
言
し
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
五
ケ
年
計
画
が
、
地
元
政

府
の
手
に
よ
る
、
少
な
く
と
も
初
め
て
の
保
健
行

政
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
外
人
の
慈
善
事
業
か
ら
保
健
行
政
の
組
織
的
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
へ
」
の
新
局
面
を
開
く
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
い
く
ら
評
価
し
て
も
し
す
ぎ
る

こ
と
は
な
い
。

ら
い
の
事
業
は
長
い
。
い
く
つ
も
の
試
行
錯
誤

は
避
け
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
に
わ
か
作
り
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
計
画
の
不
備
や
技
術
的
な
低
さ
を
笑
う

こ
と
は
た
や
す
い
。
し
か
し
、
最
も
重
要
な
こ
と

は
、
北
西
辺
境
州
の
人
々
自
身
が
行
政
を
動
か
し

て
何
か
を
始
め
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン

病
院
側
と
し
て
は
、
事
態
を
静
観
し
つ
つ
、
将
来

と
も
ニ
ー
ズ
の
不
変
で
あ
る
治
療
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
を
黙
々
と
行
う
方
針
を
採
っ
て
き
た
。
ス
タ
ン

ド
プ
レ
ー
の
目
立
つ
外
人
宣
教
団
体
の
見
世
物
的

な
活
動
を
徹
底
的
に
排
除
し
、
北
西
辺
境
州
政
府

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
の
一
歯
車
た
る
こ
と
を
目

指
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
情
は
日
本
側
は
も
ち
ろ
ん
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
病
院
の
当
局
に
さ
え
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
。
病

院
当
局
の
理
解
を
得
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、

こ
う
し
て
こ
そ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病

院
の
存
在
意
義
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
た
。

（
以
下
次
号
）
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去
る
七
月
二
十
一
日
、
予
定
通
り
福
岡
市
民
会

館
で
年
次
総
会
と
活
動
報
告
会
が
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、

J
o
c
s
か
ら
独
立
し
名
実
と
も
に

自
前
の
活
動
を
開
始
す
る
新
た
な
旅
立
ち
の
会
で

あ
っ
た
が
、
風
の
学
校
の
中
田
正
一
校
長
を
特
別

講
師
に
迎
え
、
ま
た
約
三
百
名
の
参
加
者
を
得
て

熱
気
に
満
ち
た
会
で
あ
っ
た
。
総
会
に
お
け
る
い

く
つ
か
の
重
要
な
事
頃
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

J
o
c
sに
よ
っ
て

ァ

ま

か

れ

た

一

粒

の

種

中
村
医
師
は
七
月
末
日
を
も
っ
て
J
O
C
S
の

任
期
を
終
了
す
る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
ご
家
族

の
事
情
に
よ
る
も
の
(
―
つ
は
、
ワ
ー
カ
ー
は
家

族
を
同
伴
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
J

o

C
S
の
規
定
が
あ
る
が
、
中
村
医
師
の
お
子
さ
ん

が
小
学
校
の
高
学
年
に
な
り
教
育
に
支
障
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
他
）
で
あ
り
、

J

O
C
S
と
の
友
好
関
係
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
会
員
の
中
に
は
多
く
の
J

o

佐

藤

雄

二

C
S
会
員
も
お
ら
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
が
、

J
o
c
s
に
よ
っ
て
ま
か
れ
た
一
粒
の
種
が
、
今

の
よ
う
に
育
っ
て
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
頂
き
た
い

し
、
今
後
も
暖
か
い
ご
支
援
を
願
う
。
中
村
医
師

は
、
こ
れ
か
ら
は
年
に
数
回
、
数
ヵ
月
ず
つ
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ

れ
に
伴
っ
て
、
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
会
則
に
あ
る
、

②
本
会
は
、
「
J
O
C
S
の
「
共
に
生
き
る
」
と

い
う
理
想
に
賛
同
し
」
お
よ
び
③
本
会
は
、
「
派

遣
母
体
で
あ
る
J
o
c
s
を
通
し
て
必
要
な
協
力

を
行
う
が
」
の
条
文
を
削
除
す
る
こ
と
に
な
る
。

O
D
A問
題
を
政
府
だ
け
の

ァ

唇

に

し

て

は

な

ら

な

い

次
に
、
昨
年
度
か
ら
O
D
A
（
日
本
政
府
の
開

発
途
上
国
へ
の
援
助
金
）
の
一
部
を
N
G
o

（民

間
の
国
際
協
力
団
体
）
支
援
に
支
出
す
る
制
度
が

始
ま
っ
た
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
も
そ
の
援
助
金

か
ら
三
百
六
十
万
円
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ

る
。
最
近
そ
の
使
途
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
批
判

一
新
会
則
の
も
と

新
た
な
出
発
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
長

が
な
さ
れ
て
い
る
O
D
A
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る

の
で
、
事
務
局
で
も
熱
心
な
論
議
が
な
さ
れ
た
。

集
約
さ
れ
た
意
見
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

欧
米
の
先
進
諸
国
で
は
発
展
途
上
国
へ
の
援
助
金

の
大
き
な
部
分
は
、
現
地
の
草
の
根
の
人
々
の
二

ー
ズ
に
真
に
応
え
る
目
的
で
、

N
G
O
を
通
し
て

支
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ま

で
は
政
府
間
で
の
援
助
し
か
な
く
、
本
当
に
相
手

国
の
一
般
国
民
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う

か
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
単
に

政
府
の
責
任
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
わ
が
国
に
は
、

ま
と
も
な
N
G
O
が
あ
ま
り
に
も
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
た
び
の

N
G
o
へ
の
援
助
額
は
O
D
A
に
占

全国各地から集まった人々の前で報告する中村医師
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め
る
割
合
は
極
々
微
小
な
額
で
は
あ
る
が
、
わ
れ

わ
れ
日
本
人
の
意
識
の
レ
ベ
ル
を
問
わ
れ
る
大
き

な
試
金
石
に
も
な
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
り
あ
え
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
会
で
も
ら
っ
て
み
て
、

何
か
ま
ず
い
こ
と
で
も
あ
れ
ば
そ
の
こ
と
を
指
摘

し
て
断
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な

考
え
に
よ
っ
て
、
O
D
A
資
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
援
助
金
は
特
別
会
計
と
し
、
全
て

現
地
へ
の
薬
品
購
入
費
と
運
送
費
に
当
て
た
。
こ

の
件
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い

た
い
。女
性
の
ワ
ー
カ
ー
ニ
人
が

”
ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任

秋
に
は
中
村
医
師
に
加
え
て
、
札
幌
出
身
で
愛

知
国
際
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
吉
武
英
子
医
師

と
鹿
児
島
出
身
で
福
岡
徳
洲
会
病
院
の
藤
田
千
代

84歳とは思えないパワフルな中田氏

各
地
の
報
告
会
か
ら

子
看
護
婦
が
新
た
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
す
る
。

さ
ら
に
十
二
月
に
は
、
現
在
イ
ギ
リ
ス
で
熱
帯
医

学
を
研
修
中
の
石
松
医
師
と
、
昨
年
十
二
月
か
ら

今
年
の
六
月
ま
で
現
地
で
ス
タ
ッ
フ
の
英
語
教
育

と
事
務
処
理
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
た
だ
い
た
沢

田
さ
ん
も
再
び
加
わ
る
予
定
で
あ
る
。

J
A
M
S

の
シ
ャ
ワ
リ
医
師
お
よ
び
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ミ
ッ
シ

去
る
九
月
二
十
七
日
、
中
村
先
生
は
看
護
婦
の

藤
田
さ
ん
を
伴
っ
て
、
再
び
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
出

発
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
滞
在
中
は
、

三
十
以
上
に

及
ぶ
報
告
会
を
、
福
岡
を
は
じ
め
、
名
古
屋
・
大

阪
・
熊
本
な
ど
様
々
な
場
所
で
こ
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
報
告
を
三
名
の
方
に
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。

●
八
尾
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

間旧

＂ 
i

大
き
な
流
れ
の
中
で

ui
 一
自
分
を
見
失
わ
な
い
よ
う

小

藤

田

浩

美

八
尾
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

八
尾
徳
洲
会
病
院

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

去
る
八
月
十
八
日
（
土
）
八
尾
市
文
化
会
館
第
1

会
議
室
に
て
、
中
村
先
生
の
講
演
会
「
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
か
ら
海
外
協
力
を
考
え
る
」
が
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 

淡々とした口調で報告する中村先生

ョ
ン
病
院
の
ウ
ジ
ャ
ガ
ー
院
長
を
は
じ
め
と
す
る

現
地
の
協
働
者
と
共
に
強
力
な
陣
容
が
備
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
私
た
ち
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
会
貝
に
と
っ
て
も
新
た
な
覚
悟
が
要
請
さ
れ

る
こ
と
で
も
あ
る
。
会
員
の
皆
様
方
の
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
な
い
ご
支
援
を
願
う
。

●
八
尾
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

●
九
州
地
区
学
生Y
M
C
A
•
Y
W
C
A夏
季
学
校

●
熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

土
曜
日
の
夕
方
六
時
か
ら
と
い
う
時
間
に
も
拘

わ
ら
ず
、
五
十
名
程
度
の
方
が
聴
き
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
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去
る
二
月
二
六
日
ー
ニ
八
日
に
か
け
て
、
熊
本

の
Y
M
C
A
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
中
村
先
生
を

講
師
と
し
て
九
州
地
区
学
生
Y
M
C
A
.
Y
w
c

A
の
夏
季
学
校
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
、

熊
本
大
学
・
長
崎
大
学
・
九
州
大
学
、
そ
し
て
活

九
州
大
学
医
学
部
学
生
山
山
田
信

――
 II 一
危
険
な
関
係

＂ “
 

曲

|

ア

ジ

ア

と

日
本

講
演
会
当
日
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
医
療

従
事
者
だ
け
で
な
く
、
主
婦
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

学
生
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
が
か
な
り
遠
方
か
ら
も

来
ら
れ
、
熱
心
に
中
村
先
生
の
話
を
聴
い
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

定
刻
よ
り
遅
れ
る
こ
と
数
分
、
聴
衆
の
入
り
を

気
に
し
て
い
る
私
の
心
を
知
る
は
ず
も
な
い
中
村

先
生
は
、
ゆ
っ
く
り
と
壇
上
に
あ
が
り
、
淡
々
と

し
た
口
調
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
話
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
政
治
、
戦
争
の
こ

と
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
こ
と
、
病
院
の
こ
と
、
人

材
育
成
の
苦
労
話
等
を
実
に
淡
々
と
…
…
。

実
は
、
昨
年
も
同
じ
場
所
で
先
生
の
話
を
聞
き
、

「
こ
こ
ろ
の
時
代
」

(
N
H
K
)
を
み
た
私
な
ど
、

●
九
州
地
区
学
生
Y
M
C
A
.
Y
W
C
A
夏
季
学
校

ど
ん
な
新
し
い
話
が
聴
け
る
の
か
と
期
待
し
す
ぎ

て
い
た
為
、
昨
年
と
よ
く
似
た
話
が
多
か
っ
た
こ

と
に
少
し
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
だ
け
ど

少
し
考
え
て
み
る
と
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
時
間
を

か
け
て
現
地
の
リ
ズ
ム
で
進
め
ら
れ
て
い
く
活
動

が
一
年
で
大
き
く
変
わ
る
筈
が
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

簡
単
な
事
に
気
付
い
た
私
は
、
自
分
が
こ
の
日
本

と
い
う
国
の
生
活
・
習
慣
・
思
考
に
す
っ
か
り
慣

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

夏
が
過
ぎ
、
中
村
先
生
は
又
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に

帰
ら
れ
ま
す
。
来
年
も
ま
た
、
ど
こ
か
で
先
生
の

お
話
が
聞
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
大
き
な
流
れ

の
中
で
自
分
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

水
女
子
大
学
の
各
Y
M
C
A
、
Y
W
C
A
が
中
心

に
な
っ
て
毎
年
夏
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
中

村
先
生
も
学
生
時
代
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。
今
回
は
「
危
険
な
関
係
ー
ア
ジ
ア
と

日
本
1

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
四
十
名
近
く
の
学

生
が
集
ま
り
、
中
村
先
生
の
講
演
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

戦
前
・
戦
中
の
日
本
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る

植
民
地
支
配
、
戦
後
は
日
本
企
業
に
よ
る
ア
ジ
ア

へ
の
経
済
侵
略
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
獲
得
さ

一ヽ• 

来春にはスタディー・ツアーの話も

れ
た
現
在
の
日
本
社
会
の
繁
栄
と
豊
か
さ
。

H
本

社
会
の
繁
栄
が
、
ア
ジ
ア
の
犠
牲
の
上
に
し
か
成

り
立
ち
え
な
い
と
い
う
一
方
的
な
収
奪
の

〈関

係
〉
は

〈危
険
〉
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の
生
活
の

あ
り
方
そ
の
も
の
を
見
つ
め
直
す
な
か
か
ら
、
日

本
と
ア
ジ
ア
と
の
本
来
的
な
関
係
を
回
復
し
、
ア

ジ
ア
の
人
た
ち
と
共
に
生
き
る
接
点
を
見
い
出
そ

う
、
と
い
う
の
が
学
生
た
ち
の
間
題
提
起
で
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
中
村
先
生
は
、
自
分
た
ち
の
在
り

方
を
批
判
的
、
否
定
的
に
と
ら
え
る
い
わ
ゆ
る

「
自
己
否
定
」
の
論
理
だ
け
で
は
問
題
の
解
決
に
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去
る
七
月
二
十
八
日
、
熊
本
県
福
祉
会
館
に
中

村
先
生
を
迎
え
「
西
ア
ジ
ア
か
ら
の
報
告
」
と
題

し
、
現
地
か
ら
の
報
告
を
聞
く
会
を
催
し
ま
し
た
。

発
足
以
来
四
年
、
地
味
な
歩
み
を
つ
づ
け
て
い

る
本
会
が
、
は
じ
め
て
試
み
た

一
般
市
民
の
方
々

へ
の
呼
び
か
け
で
し
た
が
、
会
場
一
杯
を
埋
め
た

参
加
者
に
係

一
同
大
い
に
意
を
強
く
し
た
次
第
で

し
た
。

熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長
士
口
、
水
八
ム
祐
g

．
 

慣u
 一一現
地
へ
の
関
心
を

一

強
く
寄
せ
る
声
が

＂ 
●
熊
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

は
な
ら
な
い
こ
と
、
現
実
の
中
に
身
を
置
い
て
、

問
題
を
肌
で
感
じ
と
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

日
本
人
の
悪
い
所
は
、
問
題
を
頭
の
中
だ
け
で

考
え
て
解
決
し
て
し
ま
っ
た
気
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
、
実
際
に
ア
ジ
ア
の
現
場
に
出
か
け
て
い

づ
て
自
分
の
感
性
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
み
る
こ

と
、
そ
し
て
受
け
た
シ
ョ
ッ
ク
と
自
分
の
行
動
の

間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
い
つ
ま
で
も
問
い
つ
づ
け
る
こ

と
が
重
要
な
の
だ
と
い
う
中
村
先
生
の
話
は
、
学

生
た
ち
に
と
っ
て
も
〈
シ
ョ
ッ
ク
〉
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
と
同
じ
目
の
高
さ
に
立

っ
て
、
日
本
社
会
か
ら
有
効
な
実
弾
を
ぶ
ち
こ
み

つ
づ
け
る
こ
と
、
そ
れ
で
も
問
題
を
解
決
す
る
に

は
、
半
世
紀
か
ら
一
世
紀
の
長
い
時
間
を
か
け
た

取
り
糾
み
が
必
要
で
あ
る
、
と
こ
れ
か
ら
の
活
動

の
姿
勢
を
話
さ
れ
て
講
演
は
終
わ
り
ま
し
た
。
気

軽
に
遊
び
に
行
く
つ
も
り
で
一
度
来
て
見
ま
せ
ん

か
と
い
う
先
生
の
言
葉
に
誘
わ
れ
て
、
参
加
し
た

学
生
の
中
か
ら
来
春
に
は
ア
ジ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
・

ツ
ア
ー
を
組
も
う
と
い
う
話
も
で
て
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
上
映
を
通
し
て
、
先
生
が
医
療
活
動

に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
北
西
辺
境
州
の
歴
史
的
な

経
過
を
う
か
が
い
、
こ
こ
に
も
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ

ア
の
植
民
地
獲
得
競
争
の
手
段
に
利
用
さ
れ
、
さ

ら
に
米
、
ソ
対
立
の
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
民
族
の

悲
劇
が
紹
介
さ
れ
、
平
和
国
家
と
し
て
い
ち
じ
る

し
い
発
展
を
見
せ
て
い
る
日
本
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
協
力
を
す
す
め
る
べ
き
か
と
い
っ
た
点
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
じ
め
て
み
え
た
方
々
が
多
く
、
興
味

深
く
先
生
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
後
、
西
欧
諸
国
の
沢
山
の
民
間

団
体
が
、
現
地
で
の
活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

基
本
的
な
取
り
組
み
の
精
神
を
忘
れ
た
ば
か
り
に
、

現
地
の
人
た
ち
か
ら
嫌
わ
れ
撤
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
と
聞
き
、
救
援
活
動
の
む
ず
か
し
さ
を

知
ら
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
今
回
は
若
い
人
達
の

出
席
も
多
く
、
先
生
へ
の
質
疑
の
中
で
も
、
現
地

へ
の
関
心
を
強
く
寄
せ
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

本
会
で
も
右
田
さ
ん
が
現
地
を
訪
ね
ら
れ
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
の
地
が
少
し
づ
つ
近
く
な
っ
て
来
ま

し
た
。
熊
本
の
皆
さ
ん
方
の
支
援
を
心
強
く
思
っ

て
い
ま
す
と
の
べ
ら
れ
る
先
生
に
こ
た
え
る
た
め
、

今
後
と
も
会
員
の
増
加
を
は
か
り
、
周
囲
へ
の
働

き
か
け
を
さ
ら
に
活
発
に
す
る
こ
と
を
話
し
合
い
、

会
場
の
皆
さ
ん
た
ち
の
ご
支
援
を
よ
び
か
け
て
み

ま
し
た
。

•9l ¥ `ii「‘‘ 崖
たくさんの人々の熱気あふれる会場
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去
る
七
月
二
十
＿
日
、
福
岡
市
民
会
館
小
ホ

ー
ル
に
て
ペ
シ
ャ
ワ
—
ル
会
特
別
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
中
村
医
師
の
報
告
に

加
ス
、
事
務
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
で
七
ヵ
月
を
過
ご
さ
れ
た
沢
田
裕
子
さ

ん
の
現
地
活
動
報
告
、
お
よ
び
「
風
の
学
校
」

主
宰
で
あ
る
中
田
正
一
氏
の
講
演
と
い
う
盛
り

沢
山
の
内
容
と
な
り
、
約
三
百
名
の
人
々
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
八
月
十
八
日
、
大
阪

府
八
尾
市
の
文
化
会
館
に
お
い
て
、
中
村
医
師

の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

衝
援
助
の
意
味
を
考
え
る

＊
「
助
け
る
こ
と
は
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
」
と

い
う
言
葉
は
誰
が
為
に
鐘
は
鳴
る
の
詩
と
共
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
を
表
現
し
た
言
葉
と
し

て
、
忘
れ
難
い
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
福
岡
市

A
.
R
4
3
歳
女
）

＊
協
力
、
援
助
の
あ
り
方
の
む
つ
か
し
さ
を
改

め
て
思
い
し
り
ま
し
た
。

（
福
岡
市

s
.
M
5
5
歳
女
）

＊
現
地
に
あ
っ
た
援
助
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
致
し
ま
し
た
。

（
香
川
県

Y
.
s
3
0
歳
女
）

＊
私
自
身
、
協
力
隊
で
一
＿
一
年
間
タ
イ
に
水
質
検

査
の
仕
事
で
行
っ
て
き
て
、
帰
国

一
年
半
の
と

こ
ろ
で
す
。
豊
か
な
日
本
を
客
観
的
に
見
て
い

ま
す
。
中
村
先
生
の
話
さ
れ
た
「
日
本
へ
の
危

惧
」
を
感
じ
て
い
ま
す
。
幸
せ
な
貧
乏
人
に
あ

こ
が
れ
て
い
ま
す
。

（
宮
崎
県

s
.
0
3
2
歳
女
）

＊
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
国
際
協
力
す
る
に

は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
現
実
の
生
活
の
中

で
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。
中
村

先
生
、
中
田
先
生
方
の
お
だ
や
か
な
語
り
の
中

に
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
、
私
自
身
元
気

づ
け
ら
れ
た
。

（福岡市s.K女）

＊中田先生の風の学校を設立され、その

活動は、まさにボランティア活動だと感

じました。助けることは、助けられるこ

とという言葉が印象に残りました。中村

先生の現地での、そこに住む人々とのふ

れあいから医療は始まると話され、人間

社会のあり方をペシャワール活動を通し

て、私達に訴え、協力を求めておられる

中ペ
村シ
医ヤ
師ワ
報 l

告ノぢ ）ムぢし

＾特I八別
ァ し尾市・総
ン ノぢ

ケ ＾ I 福

卜 岡

よ 市ヽ
り

（

春

日

市

2

8

歳

女

）

＊
日
本
に
対
す
る
海
外
援
助
の
話
は
、
新
聞
や

T
V
で
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
フ
ジ

モ
リ
大
統
領
を
は
じ
め
、
結
局
行
き
っ
く
所
は

お
金
の
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
す
る
方
も
、

さ
れ
る
方
も
、
そ
れ
が
一
番
お
手
軽
で
助
か
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
お
か
し
い
の
で

は
な
い
か
、
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
非

常
に
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
の
数
々
を
、
大

変
あ
り
が
た
＜
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
福
岡
市
H
•
Y
2
7
歳
女
）

＊
国
際
協
力
と
は
い
か
な
る
も
の
か
？
協
力

と
い
う
も
の
の
意
味
に
お
い
て
、
今
迄
、
自
分

が
誤
解
し
て
い
た
こ
と
を
悟
り
ま
し
た
。

（
宗
像
郡
T
•
H
1
8

歳
男
）

＊
今
ま
で
文
字
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
海
外
協

カ
の
実
態
を
、
一
部
分
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
世
界
を
観
る
時
に
、

日
本
人
の
目
で
は
な
く
て
地
球
人
と
し
て
の
目

で
観
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
私
達
に
も
っ
と

必
要
な
こ
と
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
八
尾
市
4
2
歳
主
婦
）

＊
海
外
協
力
と
い
う
目
的
で
看
護
婦
と
い
う
仕

事
を
選
び
ま
し
た
が
、
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
け

る
能
力
も
な
く
て
、
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と

は
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
日
の
講
演
で
は
、

自
分
に
で
き
る
範
囲
で
の
協
力
、
ま
た
、
ど
う

い
う
生
き
方
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

と
思
い
ま
し
た
。

0
.
c
 

＊
 

＊
 

＊
 

学
生
）

（
大
阪
市
2
8
歳
看
護
婦
）

*
“
海
外
協
力
＂
な
ん
だ
か
と
っ
て
も
響
き
が

い
い
け
れ
ど
、
日
本
の
抱
え
る
あ
ま
り
に
も
多

く
の
問
題
を
解
決
で
き
な
く
て
（
解
決
し
よ
う

と
も
し
て
い
な
い
け
ど
）
他
国
の
問
題
が
解
決

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
な
ん
か
に
”
エ

ラ
そ
う
に
何
か
教
え
て
あ
げ
る
“
ょ
う
な
モ
ノ

な
ど
果
た
し
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
逆
に
日

本
が
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の

よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
…
…
。

（
大
阪
市
2
4
歳
学
童
保
育
の
指
導
員
）

＊
ス
ラ
イ
ド
や
、
中
村
ド
ク
タ
ー
の
お
話
を
実

際
に
開
い
て
、
現
地
で
の
様
子
や
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
の
活
動
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、

現
地
へ
行
っ
て
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。
経
済
、
物
質
的

な
援
助
だ
け
で
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
と
い

う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

（
京
都
市
2
3
歳
看
護
婦
）

＊
日
本
の
海
外
協
力
と
言
え
ば
、
金
銭
を
送
る
、

古
着
を
集
め
て
送
る
と
い
う
も
の
が
浮
か
び
、

ま
た
、
国
々
に
送
る
も
の
の
、
奥
地
に
は
行
き

渡
ら
ず
、
一
部
の
現
地
人
に
し
か
渡
っ
て
い
な

い
な
ど
の
情
報
が
あ
る
。
相
手
の
立
場
に
た
っ

て
何
が
必
要
か
？
と
考
え
る
講
演
の
中
で
あ

っ
た
が
、
講
演
全
体
の
印
象
と
し
て
、
女
性
の

人
材
派
遣
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

（
東
大
阪
市
2
2
歳
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衝
生
き
方
を
み
つ
め
直
す

＊
心
の
奥
深
い
と
こ
ろ
で
何
か
が
、
め
ざ
め
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。（
福
岡
市

N
.
N

女）

＊
「
ア
ジ
ア
ヘ
の
理
解
」
を
自
分
が
ど
こ
ま
で

出
来
る
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
最
近

多
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
考
え
る
ば
か
り
で

は
な
ん
に
も
形
に
な
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
中
村

先
生
や
、
中
田
先
生
の
怒
り
、
沢
田
さ
ん
の
自

分
へ
の
間
い
か
け
に
、
今
日
触
れ
ら
れ
た
こ
と

だ
け
で
も
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ア
ジ
ア

だ
け
で
な
く
、
地
球
的
規
模
で
悩
み
は
深
い
も

の
で
す
。
こ
の
私
の
息
も
ど
こ
ま
で
続
く
の
で

し
ょ
う
ね
。

R
.
I
 

（

福

岡

市

2

7

歳

女

）

＊
自
分
の
人
生
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
き
て
行

こ
う
か
と
日
々
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
の
講

演
会
を
聴
い
て
、
先
が
見
え
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
け
れ
ど
、
毎
日
、
一
日
一
日
を
、
自
分
な

り
に
、
一
生
懸
命
過
ご
し
て
、

H
先
の
事
で
一

喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
っ
こ
っ
と
目
標

に
む
か
っ
て
、
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
こ
の
講
演
会
を
紹
介
し
て
く
れ
た
友
人
と
、

随
分
前
か
ら
信
じ
て
、
人
と
接
し
て
き
た
事
は
、

「
人
に
対
し
て
、
自
分
が
や
っ
た
事
は
め
ぐ
り

め
ぐ
っ
て
自
分
に
返
っ
て
く
る
。
」
で
し
た
。

で
き
る
限
り
そ
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
む
く

わ
れ
な
く
て
も
何
か
を
し
よ
う
と
、
や
っ
て
き

た
も
の
は
、
少
し
ず
つ
自
分
に
い
ろ
ん
な
形
で

返
っ
て
き
て
い
る
と
、
再
び
確
信
で
き
ま
し
た
。

（
福
岡
市
看
護
婦

23
歳
女
）

＊
私
に
は
と
て
も
ま
ね
の
で
き
な
い
立
派
な
方

が
い
ら
し
て
は
ず
か
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
こ
ん

な
自
分
を
反
省
し
て
い
ま
す
。（
八
尾
市
主
婦
）

＊
日
本
で
の
（
頭
の
中
の
）
考
え
が
現
地
で
は

通
用
し
な
い
。
貧
し
く
て
も
い
き
い
き
し
て
い

る
子
供
を
み
て
、
し
あ
わ
せ
と
は
何
だ
ろ
う
か

考
え
た
？
（
岡
山
市
2
6
歳
団
体
職
員
）

＊
子
供
の
頃
か
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
カ
ラ
コ
ル
ム
等
は
、
心
か
ら
と
き
め

く
言
葉
で
し
た
。
お
よ
そ
医
と
は
無
縁
の
貧
乏

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
グ
ー
タ
ラ
女
房
を
し
て
お
り

ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
言
菓
は
何
時
ま
で
も
言
葉

だ
け
で
現
実
に
感
じ
る
に
は
程
遠
く
中
央
ア
ジ

ア
の
空
気
に
浸
れ
た
ら
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
開
会
ま
で
の
数
分
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
に
て
L

の
序
章
を
拝
読
し
た
印
象
か
ら
堅
い

話
を
な
さ
る
の
で
は
と
想
像
致
し
ま
し
た
が
、

普
通
の
お
ば
さ
ん
に
と
っ
て
―
一
時
間
程
の
話
が
、

一
時
間
足
ら
ず
だ
っ
た
の
で
は
と
思
え
る
一
時

で
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
に
か
と

組
織
化
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
組
織
の
上

に
た
っ
た
表
面
的
な
も
の
に
振
り
回
さ
れ
が
ち

な
昨
今
、
一
語
一
語
心
に
残
る
お
話
に
今
一
度

考
え
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
八
尾
市
4
5
歳
主
婦
）

＊
日
頃
考
え
て
い
た
こ
と
な
の
で
す
が
、
本
当

に
人
間
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
は
何
な
の
か
、

本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
な
の
か
に
つ
い
て
失
う

も
の
が
何
も
な
く
な
っ
て
初
め
て
人
間
が
人
間

ら
し
く
な
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聴
い
て
、
現
在

人
が
い
か
に
余
分
な
も
の
に
よ
っ
て
自
分
を
と

じ
こ
め
、
小
さ
く
お
び
え
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
本
日
は
貴
重
な
お

話
と
ス
ラ
イ
ド
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
吹
田
市
2
8
歳
会
社
貝
）

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
難
民
た
ち
が
明
日
の
こ
と

は
考
え
ず
に
、
明
る
＜
楽
し
く
生
き
て
い
る
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
し
た
。

（
八
尾
市

14
歳
中
学
生
）

＊
子
供
達
と
の
接
し
方
を
見
直
そ
う
と
思
い
ま

し
た
。
確
か
に
瞳
の
揮
き
を
失
っ
て
い
る
、
ま

た
は
、
失
い
か
け
て
い
る
子
供
達
が
多
い
の
で

い
つ
も
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

少
し
き
っ
か
け
み
た
い
な
も
の
が
で
き
そ
う
で

す
。
（
生
駒
市
2
6
歳
学
習
熟
講
師
）

＊
「
我
々
は
今
、
ど
こ
へ
流
さ
れ
て
い
る
の

か
？
も
う
一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
…
…
」

意
味
深
い
言
薬
で
あ
る
。
も
う
一
度
自
分
自
身

考
え
て
み
た
い
。

（
八
尾
市

会
社
員
）

＊
知
ら
な
い
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
る
、

同
時
に
す
ば
ら
し
い
人
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
烈
に
感
じ
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
も
う
重
要
と
さ
れ
な
く
な
っ

た
技
術
や
知
識
、
そ
う
い
う
考
え
方
自
体
が
た

衝
日
分
に
で
き
る
事
は 39歳

笛
’ s

.
B
 

屯
伝
え
て
ゆ
き
た
い

34歳

男）

＊
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
現
状
を
少
し
で
も
多
く

の
日
本
人
に
伝
え
る
こ
と
が
、
中
村
先
生
の
お

っ
し
ゃ
っ
た
靴
を
作
る
こ
と
に
あ
た
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
福
岡
市
T
.
T
2
7
歳
男
）

＊
今
H
の
講
演
会
の
話
を
、
子
供
達
に
話
し
て

聞
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
八
女
市

（
福
岡
市
T
.
M
3
7
歳
男
）

だ
の
日
本
風
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ん
だ
か
は
ず

か
し
い
で
す
。
自
分
で
も
出
来
る
限
り
の
こ
と

を
や
り
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
い
ろ
ん
な

作
業
に
加
わ
る
こ
と
も
そ
う
だ
け
ど
、
広
告
と

い
う
仕
事
柄
、
報
道
と
い
う
面
で
お
手
伝
い
し

た
り
、
や
れ
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
（
太
宰
府
市

I
.
T
2
5
歳
女
）

＊
中
田
先
生
の
お
若
い
様
子
に
感
心
し
ま
し
た
。

中
村
先
生
の
お
仕
事
は
以
前
か
ら
新
聞
、
本
で

読
ん
で
大
変
興
味
深
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
は
大
学
を
卒
業
し
て
1
0
年
余
り
、
平
々
凡
々

と
毎
日
診
療
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
日

本
の
高
度
先
進
医
療
に
大
き
な
疑
問
を
感
じ
て

き
ま
し
た
。
今
後
、
後
衛
と
し
て
協
力
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
二
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
の
任
に
就
く
た
め
、
去
る
九
月
二

十
八
日
福
岡
徳
洲
会
病
院
の
看
護
婦
、
藤
田
千
代

子
さ
ん
（
鹿
児
島
出
身
）
が
現
地
へ
と
発
た
れ
ま
し

た
。
出
発
に
先
立
っ
て
、
現
地
で
働
こ
う
と
決
心

し
た
動
機
や
旅
立
ち
ま
で
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、

藤
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◇
 

藤
田
さ
ん
、
ま
ず
ど
う
い
う
経
緯
で
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
ヘ
行
こ
う
と
思
っ
ょ
う
に
な
ら
れ
た
の
か
、

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
か
ら
お
話
を
伺
え
ま
す
か
？

も
う
何
年
も
前
に
な
り
ま
す
が
、
看
護
学
校
に

入
学
し
た
て
の
頃
に
、
学
校
で
マ
ザ
ー
・テ
レ
サ
の

映
画
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
初

め
て
ス
ラ
ム
で
死
に
ゆ
く
人
々
の
為
に
働
く
マ
ザ

ー
テ
レ
サ
の
姿
を
見
て
、
自
分
も
い
つ
か
そ
の
様

な
仕
事
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
漠
然
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
ず
い
分
と
日
が
経

っ
て
今
か
ら
二
年
前
位
、
中
村
先
生
が
夏
に
帰
国

な
さ
っ
た
時
に
徳
洲
会
病
院
で
お
話
を
な
さ
っ
た

ん
で
す
。
そ
の
時
に
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
な
さ
っ

て
る
こ
と
に
近
い
な
と
い
う
風
に
感
じ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
先
生
に
連
絡
を
取
ろ
う
と
し
た

ん
で
す
が
、
先
生
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
て
、
そ

の
時
は
沢
田
さ
ん
（
当
時
、
現
地
へ
事
務
担
当
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
赴
い
て
い
た
）
と
少
し
お

話
を
し
た
ん
で
す
。
で
、
と
に
か
く
フ
ァ
ラ
・
ハ

ウ
ス
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
）
へ
い
ら
っ
し
ゃ

元気に出発する藤田さん

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
と
中
村
灰
師
に

触
発
さ
れ
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ

●
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
赴
く
藤
田
千
代
子
さ
ん
（
福
岡
徳
洲
会
病
院
）

に
聞
く

い
と
い
う
事
で
来
た
の
が
、
丁
度
石
松
先
生
が
帰

国
な
さ
っ
て
た
時
だ
っ
た
ん
で
す
。

i7年の
一
月
末
頃
で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
、
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
と
の
か
か
わ
り
も
そ
の
頃
か
ら
な
ん

で
す
ね
。
一
月
か
ら
今
ま
で
八
ヶ
月
位
し
か
経
っ

て
な
い
訳
で
す
が
、
そ
の
間
に
パ
ッ
と
決
心
な
さ

っ
て
…
…
。

と
い
う
か
、
中
村
先
生
の
お
話
を
聞
い
た
直
後

に
、
そ
う
い
う
仕
事
を
し
た
い
人
は
病
院
へ
申
し

出
る
様
に
と
い
う
事
で
申
し
出
て
い
た
の
で
す
が
、

な
か
な
か
話
が
進
ま
な
く
て
、
も
う
個
人
で
行
こ

う
と
思
っ
て
連
絡
を
取
っ
た
の
が
こ
の
一
月
だ
っ

た
ん
で
す
。

ー
一
度
は
徳
洲
会
病
院
を
や
め
て
行
こ
う
と
思

っ
て
ら
し
た
ん
で
す
か
？

は
い
、
一
月
で
や
め
て
行
こ
う
と
思
っ
て
た
ん

で
す
が
、
石
松
先
生
が
今
か
ら
は
暑
く
て
何
も
で

き
な
い
か
ら
、
で
き
れ
ば
勉
強
し
て
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
い
と
い
う
こ
と
で
…
…
。

ー
結
局
、
病
院
は
休
職
と
い
う
こ
と
で
行
け
る

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
今
、
病
院
で
は
ど
ち

ら
の
科
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
？

五
月
か
ら
七
月
末
ま
で
は
院
内
研
修
と
い
う
事

で
外
科
系
の
研
修
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
八
月
の

ぉ
＜

一
ヶ
月
間
は
岡
山
の
巴
久
光
明
園
で
”
ら
い
“
に
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
も
一
度
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

ん
で
す
よ
ね
？
そ
の
時
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
？

は
い
、
三
月
に
下
見
と
い
う
こ
と
で
二
週
間
ほ

ど
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
初
め
て
”
ら
い
“
の
患

者
さ
ん
に
会
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
日
本
で
は
何
か

暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
向
こ

f
う
の
患
者
さ
ん
は
明
る
い
感
じ
で
し
た
。
で
も
医

療
は
足
り
て
な
い
と
い
う
印
象
で
し
た
。
特
に
宗

教
の
関
係
で
、
女
性
の
患
者
さ
ん
が
あ
ま
り
看
護

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
面
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

あ
る
女
性
患
者
さ
ん
な
ど
は
寝
た
き
り
だ
っ
た
の

で
排
泄
は
ど
う
な
っ
て
る
の
か
と
気
に
な
っ
て
見

て
み
る
と
た
れ
流
し
と
い
う
状
態
で
し
た
。
ス
タ

ッ
フ
が
男
性
ば
か
り
な
の
で
、
下
の
世
話
な
ど
と

ん
で
も
な
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

た
い
と
い
う
事
は
あ
り
ま
す
か
？

や
っ
ば
り
、
女
性
の
患
者
さ
ん
の
看
護
を
行
き

届
か
せ
た
い
と
い
う
事
で
す
ね
。

ー
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
水
と
か
食
べ
物

と
か
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

は
い
、
水
は
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
前
行
っ
た
時
は
運
よ
く
下
痢
も
し
な
く
て
、

ニ
キ
ロ
肥
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
の
で
…
・
,
.
。
男

ー
向
こ
う
へ
行
っ
て
こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
お
き

つ
い
て
の
研
修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

性
は
た
い
て
い
、
ひ
ど
い
下
痢
で
や
せ
て
帰
っ
て

こ
ら
れ
る
み
た
い
で
す
け
ど
…
…
（
笑
）
。

ー
あ
の
、
出
発
直
前
に
な
っ
て
先
日
（
八
月
三

十
日
）
お
父
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
そ
う
で
、

い
ろ
い
ろ
と
迷
い
も
お
あ
り
だ
っ
た
と
思
う
ん
で

す
が
？
は
い
、
母
に
も
泣
い
て
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
父

は
私
が
行
く
事
に
は
ず
っ
と
反
対
で
、
二
年
位
説

得
し
続
け
て
つ
い
最
近
電
話
し
た
時
に
や
っ
と
許

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
。
父
も
長

い
間
心
配
し
続
け
て
や
っ
と
許
す
気
に
な
っ
て
く

れ
た
ん
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
私
が
行
か
な
か
っ
た

ら
却
っ
て
父
に
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
が
す
る
ん

で
す
。
そ
う
い
う
事
な
ど
も
家
の
皆
と
も
話
し
て
、

じ
ゃ
あ
行
っ
て
き
な
さ
い
と
い
う
事
で
…
…
。

ー
お
父
様
が
反
対
な
さ
っ
て
た
の
は
ど
う
い
う

理
由
で
？

父
は
政
治
経
済
や
あ
あ
い
っ
た
国
の
話
な
ど
が

好
き
で
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
よ
く
聞
い
て
た
よ
う

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
心
配
す
る
気
持
も
強
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
大
変
な
父
親
っ
子
だ
っ

た
の
で
、
何
も
お
前
が
行
か
な
く
と
も
と
·
…
•
•
O

三
月
に
下
見
に
行
っ
た
時
も
実
は
内
緒
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
結
局
ば
れ
て
か
ら
は
私
か
ら
現
地
の
話

を
聞
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
八

大
物
げ
ど
こ
で
で
も
遊
べ
る
藤
田
さ
ん
は
、
や
っ
ば
り

（
ご
無
事
で
）
＂
＂

で
し
た
。

月
の
研
修
が
終
わ
っ
た
ら
鹿
児
島
に
帰
っ
て
ゆ
っ

く
り
話
す
か
ら
ね
と
言
っ
て
た
ん
で
す
が
…
…
。

結
局
、
お
父
さ
ま
に
は
会
わ
ず
じ
ま
い
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。

え
え
、
そ
れ
だ
け
が
心
の
こ
り
な
ん
で
す
が
…

．
．
．
。
で
も
、
生
き
て
い
る
間
に
許
し
て
も
ら
っ
て

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
サ
ワ
ダ
女
史
に
よ
る
藤
田
さ
ん
の
三

月
の
滞
ぺ
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
と
つ
。
彼
女
が

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
着
い
て
間
も
な
い
頃
、
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
や
患
者
さ
ん
と
は
殆
ど
言
葉
の
通
じ
な

い
藤
田
さ
ん
一
人
を
残
し
て
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
出
払
う
事
に
な
っ
て
、
留
守
中
さ
ぞ
心
細
い

思
い
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
気
が
気
で
な
い
沢
田

さ
ん
が
急
い
で
帰
っ
て
み
る
と
、
藤
田
さ
ん
は
意

気
消
沈
し
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
ど
こ
か
ら
か
見
つ

け
て
き
た
棒
切
れ
の
先
っ
ち
ょ
に
布
を
巻
き
つ
け

て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
ネ
コ
を
相
手
に
悠
然
と
手
玉
、

じ
ゃ
な
く
て
玉
を
と
っ
て
遊
ん
で
い
た
と
の
こ
と

ホ
ダ
ー
フ
ェ
ス ◇

 



1990年10月30日 ペシャワール会報 (16) 

も
し
、

ま
た
送
別
会
を
し
て
も
ら
い
に
福
岡
へ

来
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
ね
と
い
っ
て
博
多

を
去
っ
た
の
が
初
め
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
来
た

今
年
の
三
月
。
そ
れ
以
来
、
夢
の
よ
う
に
時
が
す

ぎ
、
い
よ
い
よ
送
別
会
を
し
て
も
ら
い
に
四
回
目

の
福
岡
へ
行
け
そ
う
で
す
。

・｛

海
外
医
療
協
力
を
め
ざ
し

一

愛
知
国
際
病
院
へ

は
じ
め
ま
し
て
。
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
今
回
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
御
好
意
と
周
囲

の
励
ま
し
と
諦
め
(
?
)
に
支
え
ら
れ
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
ヘ
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
小
樽
市
に
生
ま
れ
、

育
ち
ま
し
た
。
三
十
ニ
オ
で
幸
か
不
幸
か
独
身
で

す
。
札
幌
医
大
を
一
九
八
三
年
に
卒
業
し
、
外
科

に
入
局
し
ま
し
た
。
そ
の
後
大
学
で
実
験
を
し
た

り
道
内
の
市
立
病
院
、
肛
門
科
専
門
病
院
（
ど
う

ぞ
お
悩
み
の
方
は
気
軽
に
御
相
談
下
さ
い
）
で
勉

明る＜サッパリとした吉武さん。

その“誠実さ＂は万国共通です。

強し、すばらしい先輩と出会いました。

昨年、海外医療協力をめざし、初めて北

海道を離れ名古屋市隣り町にある愛知国際

病院に来ました。去年はとても暑く辛い思

いをしましたが、今年はずるをすることを

覚え、去年ほど辛くはないので慣れたのだ

なあと思います（ズルをするのも慣れのう

焚私
限 の
に貧
役し
にい
立能
てる力
と r

札'-?" I,,_ 

幌し—ぉ
病塁 ろ
院てさし‘
畠生て
吉き
武て
英 み
た
f し‘

ち
）
。
先
日
福
岡
で
ウ
ジ
ャ
ガ
ー
先
生
（
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）
と

お
会
い
し
、
一
応
二
年
間
働
か
せ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
夏
に
は
休
暇
を
頂
く
よ
う
お
願

い
し
、
こ
の
間
、
札
幌
の
病
院
へ
帰
り
ま
す
。
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
い
る
間
も
こ
の
札
幌
里
塚
病
院

（
開
業
医
）
に
所
属
し
ま
す
が
、
こ
の
病
院
の
寛

容
で
暖
か
い
理
解
と
協
力
に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ

ん。ぷ
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
生
活
は

-

少
な
か
ら
ず
不
安

趣
味
は
散
歩
で
山
も
海
も
街
も
よ
く
歩
き
ま
す
。

音
楽
も
大
好
き
で
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
聞
き
な
が
ら

よ
く
散
歩
し
ま
す
。
ま
た
お
酒
を
の
む
こ
と
も
好

き
で
す
。
こ
の
よ
う
な
趣
味
や
暑
さ
に
弱
い
こ
と

を
考
え
る
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
生
活
は
少
な
か
ら

ず
不
安
で
す
が
、
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
呑
気
に

し
て
い
ま
す
。
（
お
酒
は
ヤ
ミ
で
ど
う
に
か
手
に

入
る
だ
ろ
う
し
、
レ
コ
ー
ド
は
テ
ー
プ
に
吹
き
込

ん
で
い
ま
す
。
）
長
所
は
あ
る
の
か
な
い
の
か
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
欠
点
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

感
情
的
で
、
あ
ま
り
思
慮
深
く
な
い
の
で
常
に
忠

告
し
て
く
れ
る
人
が
必
要
で
す
。
ま
た
単
純
で
ガ

ン
コ
と
き
て
い
る
の
で
最
悪
で
す
。
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i

最
大
限
に

一

役
に
立
て
る
と
こ
ろ
で

さ
て
、
私
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
行
き
に
至
る
ま
で

の
考
え
を
書
い
て
み
ま
す
。
私
が
行
く
こ
と
を
知

る
と
周
囲
の
人
は
驚
き
と
関
心
を
示
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
私
も
自
分
の
意
志
を
表
現
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
同
時
に
話
し
て
い
る
う
ち
に
自
分
で

も
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
変
に
感
心
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
日
、
虫
垂
炎
の
手
術
の
最
中
に
私

の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
行
き
を
知
っ
た
あ
る
先
生
が
、

「
『
青
春
を
な
げ
う
っ
て
』
い
く
ん
だ
ね
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
私
の
場
合
は
そ
ん
な
悲
壮
な
も
の
で
は
な
い

ん
で
す
」

と
答
え
ま
し
た
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
む
し
ろ

青
春
を
求
め
に
行
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が

し
ま
す
。
私
は
ど
う
せ
医
者
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

私
の
貧
し
い
能
力
に
お
い
て
最
大
限
に
役
に
立
て

る
と
こ
ろ
で
生
き
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
始
ま

り
で
す
。

以
前
、
あ
る
海
外
協
力
に
関
す
る
偉
い
先
生
が

「
日
本
が
い
や
だ
か
ら
海
外
へ
行
く
と
い
う
の
で

は
だ
め
だ
」
と
忠
告
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
で
も

ク
プ
ー

私
の
場
合
は
、
あ
る
意
味
で
は
こ
の
禁
忌
を
犯
し

て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
超
高
度
な
医
療
が

注
目
さ
れ
、
ま
た
年
老
い
て
も
楽
に
死
ぬ
こ
と
も

で
き
な
い
日
本
。
そ
れ
が
良
い
こ
と
か
悪
い
こ
と

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
私
の
レ
ベ
ル
を
超
え
る

問
題
で
す
。
で
も
私
の
場
合
は
自
分
に
で
き
る
も

っ
と
初
歩
的
な
医
療
で
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

―
[
ブ
カ
ッ
コ
ウ
で
誠
実
で

ま
た
、
こ
れ
は
私
の
好
み
で
す
が
、
カ
ッ
コ
よ

く
生
き
れ
る
人
に
も
憧
れ
ま
す
が
、
貧
し
く
ブ
カ

ッ
コ
ウ
で
し
か
も
誠
実
に
生
き
て
い
る
人
が
好
き

で
尊
敬
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
以
前

S
t
u
d
y

t
o
u
r

で
ネ
パ
ー
ル
ヘ
行
っ
た
と
き
に
見
た
、
裸

足
で
重
い
荷
物
を
背
お
っ
て
歩
く
人
々
。
日
本
で

も
街
角
で
働
く
丁
寧
な
靴
磨
き
屋
さ
ん
。
駅
の
床

の
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
け
ず
っ
て
く
れ
る
人
や
ひ

た
す
ら
草
刈
や
掃
除
を
し
て
く
れ
る
人
々
、
背
中

を
丸
め
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
畑
で
働
く
老
夫
婦

e
t
c
 
e
t
c
.
 

た
だ
私
の
よ
う
な
立
場
か
ら
こ
う
言
っ
て
も
彼

ら
の
苦
労
を
知
ら
ず
に
無
責
任
に
言
っ
て
い
る
よ

う
で
申
し
訳
な
い
と
思
い
ま
す
が
ー
。
と
に
か

く
こ
う
い
う
人
々
が
好
き
で
、
そ
う
い
う
医
療
が

好
き
で
、
私
に
で
き
る
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
。

こ
れ
が
私
の
理
想
で
あ
り
、
こ
れ
を
求
め
今
の
と

こ
ろ
生
き
て
い
ま
す
（
と
い
う
と
少
し
大
袈
裟
か

な）。

3

～

そ
う
な
ん
で
な
い
か
な
、
と

-＂

期
待
し
つ
つ
行
き
ま
す

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
は
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
正
直
な
と
こ
ろ
私
が
ど
う
生
き
て
い
く
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
そ
う
な
ん
で
な
い
か

な
と
期
待
し
つ
つ
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
わ
け
で

す
。
し
か
し
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
か
つ

て
私
が
外
科
を
選
ん
だ
と
き
と
似
て
い
ま
す
。
私

は
も
と
も
と
手
術
そ
の
も
の
よ
り
も
外
科
の
患
者

さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
能
力
に
対
す

る
不
安
や
周
囲
の
親
切
な
忠
告
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
後
悔
す
る
よ
り
は
」
と
考
え
た
の
で
す
。
で
も

お
陰
で
す
ば
ら
し
い
人
々
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

と
い
う
ふ
う
な
具
合
で
誤
ち
ゃ
喜
び
を
味
わ
い

な
が
ら
今
ま
で
生
き
て
き
ま
し
た
。
き
っ
と
こ
れ

を
お
読
み
下
さ
っ
た
方
は
（
自
分
も
含
め
）
こ
ん

な
人
で
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
で
し

ょ
う
が
、
ま
ず
は
二
年
間
行
っ
て
き
ま
す
。
御
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
努
力
し
て
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1
9
9
0
.
9
.
1
2

仲
よ
し
が
つ
ん
で
く
れ
た

イ
チ
ヂ
ク
を
食
べ
な
が
ら
。
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二
十
三
号
で
現
地
か
ら
一
元
気
な
様
子
を
報
告
し
て
き
た
沢
田
さ
ん
が
福
岡
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
土
地
で
の
苦
労
よ
り
、
む
し
ろ
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
し
て
き
た
よ

う
な
感
さ
え
漂
つ
彼
女
に
、
七
カ
月
の
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

●
苦
し
か
っ
た
行
動
制
限

七
カ
月
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
滞
在
か
ら
帰
国
し
て

ニ
ヶ
月
余
り
。
未
だ
に
帰
国
後
の
気
持
ち
を
ひ
と

ま
と
め
に
す
る
の
は
容
易
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
国
人
と
し
て
、
か
な
り
守
ら
れ
た
環
境
に
暮
ら

し
た
と
は
い
え
、
や
は
り
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
中
で
最
も
異
質
で
あ
り
、
困
難
な
も
の
で
も

あ
っ
た
だ
け
に
ニ
―
-E

で
印
象
を
語
る
の
は
不
可
能

な
気
が
し
ま
す
。

極
端
な
寒
暖
の
差
、
激
し
い
乾
燥
、
厳
し
い
夏

の
暑
さ
等
の
自
然
的
環
境
の
苛
酷
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
女
性
に
課
せ
ら
れ
る
様
々
な
行
動
の
制

＊
 

＊
 

限は最も苦痛な経験でした。また敢えて外

出する所も特にないため、運動不足にも悩

まされました。現地の女性はこういう暮ら

しを一生続けるのですが、一体、私には想

像しようもありませんでした。

それでも「順応する」という救いが人間

にも残されているものです。しばらくする

とそのような環境にも、単調な毎日の暮ら

しにも慣れ、今までの物や情報にあふれた

社会で必然的に起こる「欲望」から解放さ

れた、と救われたような思いさえした程で

す。

荒
削
り
の
優
し

ペ

さシ
ヤ

ワ
I の｝レ
会
事

中務
局

沢 で
田
裕

f 

JAMSの庭でスタッフ達と

●
J
A
M
Sス
タ
ッ
フ
と
の
関
わ
り

ど
う
し
て
も
閉
ざ
さ
れ
た
人
間
関
係
の
中
で
生

活
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

J
A
M
S
の
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
わ
り

は
、
私
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
時
に
も
ど
か
し
い
程
の
彼
等
の
礼
儀
正
し
さ
、

他
人
を
お
も
い
や
る
心
は
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
で
個

人
主
義
を
中
途
半
端
に
身
に
つ
け
て
し
ま
っ
て
い

た
ら
し
い
私
を
何
度
も
ハ
ッ
と
さ
せ
ま
し
た
。
門
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番
さ
ん
や
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
達
、

育
」
を
受
け
て
い
な
い
彼
等
の
荒
削
り
な
、
で
も

暖
か
い
優
し
さ
、
魅
力
的
な
表
情
は
今
で
も
鮮
明

に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
校
を
中
途
で

や
め
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
来
、

J
A
M
S
で
働
く

十
八
、
九
の
少
年
た
ち
の
あ
ど
け
な
さ
の
残
る
笑

顔
に
、
本
来
な
ら
ば
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
や
っ

て
無
邪
気
に
過
ご
せ
る
時
期
な
の
に
、
と
胸
が
つ

ま
る
思
い
も
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
私
の
英
語
の

授
業
に

一
番
熱
心
だ
っ
た
ヤ
ヒ
ャ
は
大
人
の
男
た

ち
が
周
り
に
い
る
時
の
控
え
目
な
礼
儀
正
し
い
態

度
と
私
と
い
る
時
の
子
供
っ
ぽ
い
表
情
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
印
象
的
で
、
ア
フ
ガ
ン
の
男
子
へ
の
厳

い
わ
ゆ
る
「
教
JAMSのスタッフの婚約披露宴にて
後列は、大分の石松さんを支える会の吉富さん

し
い
し
つ
け
が
伺
え
た
も
の
で
す
。
私
の
帰
国
前

日
「
誰
に
も
い
わ
な
い
で
ね
」
と
、
彼
が
く
れ
た

ア
フ
ガ
ン
の
腕
輪
は
私
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

彼
等
の
誰
ひ
と
り
と
し
て
家
族
が
全
員
無
事
で

あ
る
こ
と
な
ど
な
い
こ
と
を
知
っ
た
の
も
、
ア
フ

ガ
ン
ヘ
の
強
い
愛
着
と
誇
り
を
肌
で
感
じ
た
の
も

彼
等
と
の
様
々
な
話
を
通
し
て
で
し
た
。
そ
ん
な

風
に
打
解
け
て
い
く
う
ち
、
か
れ
ら
の
誰
も
が
何

年
も
の
間
祖
国
を
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
実
を
思
う
う
ち
、
い
つ
の
間
に
か
私
は
、
「
も

う
一
度
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
戻
っ
て
き
た
い
」
と
口

に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

こ
と
な
の
で
す
が
、
日
本
に
帰
っ
て
し
ま
え
ば
私

に
と
っ
て
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
の
現
実
も
、
彼

等
に
は
延
々
と
続
い
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
と
耐

え
が
た
い
思
い
が
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

●
射
る
よ
う
な
視
線
さ
え
な
つ
か
し
く

七
カ
月
振
り
の
日
本
は
、
物
が
あ
ふ
れ
情
報
が

あ
ふ
れ
、
人
々
は
着
飾
っ
て
妙
に
取
り
す
ま
し
、

私
は
自
分
の
納
ま
り
場
所
を
失
っ
た
よ
う
で
、
お

せ
っ
か
い
に
近
か
っ
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
人
々
の

親
切
が
、
屈
託
の
な
い
笑
顔
が
、
外
出
時
の
私
を

●
祖
国
ア
フ
ガ
ン
ヘ
の
思
い
を
感
じ
て

射
る
よ
う
に
見
つ
め
る
、
好
奇
心
を
隠
さ
ぬ
真
っ

直
ぐ
な
視
線
す
ら
懐
か
し
く
思
え
る
始
末
。
け
れ

ど
そ
ん
な

H
本
に
舌
打
ち
し
な
が
ら
、
も
う
一
度

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
暮
ら
す
こ
と
に
「
大
変
だ
な

ぁ
」
と
、
心
の
ど
こ
か
が
も
う
迷
い
始
め
た
り
し

て
、
ち
ょ

っ
と
し
た
混
乱
状
態
が
今
も
続
い
て
い

ま
す
。仕
事
に
関
し
て
言
え
ば
、
今
回
は
そ
の
時
々
の

対
応
で
精

一
杯
で
、
何
も
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
も

の
が
残
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
会
計
を
握

っ
て
い
た
た
め
、
ど
う
し
て
も
私
が
「
力
が
あ
る

人
」
と
い
う
誤
解
を
与
え
は
し
な
か
っ
た
か
、
と

い
う
自
問
と
後
悔
が
残
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
は

ス
ポ
ン
サ
ー
兼
指
導
者
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
は
た

だ
従
え
ば
い
い
と
い
う
形
は
心
情
的
に
も
慎
ま
ね

ば
な
ら
な
い
し
、
あ
の
よ
う
な
特
殊
な
土
地
柄
で

は
、
現
地
の
人
々
の
勘
に
頻
ら
ず
に
は
物
事
は
進

ま
ず
、
不
合
理
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
二
つ
の
後
悔
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め

に
、
十
二
月
に
な
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
私
は
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
に
向
か
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

お
そ
ら
く
、
今
回
が
最
後
。
居
る
と
居
な
い
と
で

は
、
医
療
関
係
者
の
方
々
の
負
担
が
大
違
い
の
事

務
の
仕
事
。
後
に
続
い
て
下
さ
る
方
の
出
現
を
心

か
ら
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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有
名
予
備
校
で
の
講
演
を
も
と
に
編
ま
れ
た
七

十
五
頁
の
冊
子
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
前
著

『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
』
と
同
様
に
深
く
豊
か
で

あ
る
。現
場
か
ら
の
報
告
に
は
、
活
動
の
目
的
で
あ
る

「
ら
い
」
治
療
の
こ
と
は
も
と
よ
り
、
パ
キ
ス
タ

ン
北
西
辺
境
州
を
構
成
す
る
複
雑
な
民
族
の
こ
と
、

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
こ
と
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
傷
跡

や
難
民
の
こ
と
、
な
ど
多
く
の
問
題
が
平
明
に
語

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
複
眼
的
視
点
に
よ

っ
て
日
本
の
あ
り
よ
う
が
足
元
か
ら
照
ら
し
出
さ

れ
る
。

医
学
の
進
歩
と
人
の
幸
せ

,I
 

読
後
に
、
微
か
な
羨
望
に
も
似
た
思
い
が
身
を

よ
ぎ
る
の
に
私
は
少
し
慌
て
て
し
ま
っ
た
。
医
療

過
剰
と
も
い
え
る
私
達
の
国
か
ら
医
療
過
疎
の
地

大
ら
か
な
生
と
死

を
思
え
ば
、
病
気
、
貧
困
、
戦
乱
の
後
遺
と
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
そ
の
状
況
は
厳
し
く
困
難
で
な
い

は
ず
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
が
私
達
の
向
か
い
つ
つ
あ
る
閉
塞
的
な
袋
小
路

に
希
有
な
蕉
風
を
吹
き
こ
む
思
い
が
す
る
の
は
ど

う
し
た
こ
と
か
。

そ
の
鍵
は
、
現
地
の
人
々
の
「
大
ら
か
な
生
と

死
」
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
私
達
の
身
辺
か
ら

急
速
に
失
わ
れ
て
い
る
も
の
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

の
厳
し
く
は
あ
る
が
緩
や
か
な
時
間
の
流
れ
の
な

か
で
息
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場

に
即
し
た
活
動
を
通
し
て

一
歩

一
歩
切
り
開
い
て

こ
ら
れ
た
中
村
先
生
と
内
外
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
、

そ
れ
か
ら
患
者
さ
ん
達
と
の
交
流
の
信
頼
関
係
を

抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
。

こ
の
三
年
間
、
私
は
業
務
の

一
端
と
し
て
新
聞

記
事
の
切
り
ぬ
き
整
理
を
や
っ
て
い
た
。
学
術
研

究
の
分
野
を
対
象
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
圧
倒
的

中
村
哲
著
『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
の
報
告
』
を
読
ん
で

樋

n伸
子

に
多
い
の
は
臓
器
移
植
を
は
じ
め
と
す
る
医
学
関

係
と
、
遺
蹟
発
掘
の
記
事
で
あ
っ
た
。
文
化
、
文

明
の
流
れ
と
関
心
が
、
遠
く
埋
も
れ
た
時
代
と
最

新
の
医
科
学
と
い
う
両
極
に
集
ま
る
の
を
輿
味
深

く
思
っ
た
。

最
近
で
は
あ
ら
か
た
掘
り
尽
く
さ
れ
た
の
か
、

新
聞
の
上
で
は
考
古
学
ブ
ー
ム
も
幾
分
下
火
に
な

っ
た
。

一
方
の
医
療
記
事
は
、
載
ら
な
い
日
は
な

ヽ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
患
者
を
診
る
中
村
医
師
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い
ほ
ど
に
増
え
続
け
て
い
る
。
切
り
ぬ
き
な
が
ら

よ
く
思
っ
た
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
医
学
の
進
歩
が
、

そ
の
ま
ま
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
時
お
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

た
だ
呼
吸
を
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
延
命
を
望

む
人
は
少
な
い
。
医
者
自
身
で
す
ら
そ
う
で
は
な

か
ろ
う
か
。

衣
食
足
り
た
時
代
に
、
中
流
幻
想
で
あ
っ
て
も

何
と
か
「
よ
く
生
き
た
」
と
思
え
る
人
々
に
と
っ

て
、
あ
と
の
最
大
の
望
み
は
「
よ
く
死
ぬ
」
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
半
の
人
が
設
備
の
整

っ
た
病
院
で
最
高
の
医
療
を
受
け
る
こ
と
だ
け
が

「
よ
い
死
」
で
は
な
い
と
感
じ
始
め
て
い
る
。
最

新
医
学
の
対
象
が
人
間
で
は
な
く
病
気
の
み
で
あ

る
よ
う
な
不
安
か
ら
く
る
も
の
だ
ろ
う
。

健
全
な
死
の
消
滅

こ
の
よ
う
な
危
惧
を
、
中
村
先
生
は
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
と
日
本
の
対
比
の
な
か
で
、
「
健
全
な
死
の

消
滅
」
と
い
う
言
葉
で
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
行
く
と
、
ま
ず
感
激
す
る

の
は
、
変
な
話
で
す
が
、
あ
あ
人
が
死
ん
だ
、
と

生
々
し
い
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
わ

れ
わ
れ
は
助
け
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す

今
乙

が
、
や
む
を
得
ず
死
ぬ
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
歩
け
る
人
が
み
ん
な
病
棟
か
ら
出
て
き

て
、
ワ
ン
ワ
ン
泣
き
出
し
ま
す
。
」
、
「
そ
れ
か
ら
、

『
も
う
だ
め
で
す
』
と
い
う
こ
と
を
前
も
っ
て
言

い
ま
す
と
、
す
ぐ
連
れ
て
帰
り
ま
す
。
日
本
人
流

に
言
う
と
、
置
の
上
で
死
な
せ
て
あ
げ
た
い
と
。

皆
に
取
り
囲
ま
れ
て
…
…
こ
れ
こ
そ
が
、
人
間
の

死
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
」
「
平
均
寿
命
を

や
た
ら
に
伸
ば
す
の
が
医
療
で
は
な
い
。
そ
う
い

う
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
死
ぬ
と
い

う
こ
と
の
生
々
し
さ
と
い
う
か
、
人
間
ら
し
さ
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
ま
ず
考
え
な
い
と
•
•
•
…
」

医
療
の
中
心
は
、
科
学
上
の
生
命
と
病
気
で
は

な
く
な
に
よ
り
も
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

身
を
以
て
実
践
し
て
お
ら
れ
る
人
の
言
葉
と
し
て

聞
け
ば
、
お
の
ず
と
そ
の
深
意
も
胸
に
響
こ
う
。

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
か
つ
て
予
防
の
第
一
は
附

離
と
さ
れ
た
「
ら
い
」
の
患
者
さ
ん
達
が
、
こ
こ

で
は
想
像
以
上
に
自
由
に
出
入
り
を
し
て
、
生
き

生
き
と
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
救
い
を
見
い
だ
す
。

時
に
は
喧
嘩
も
し
な
が
ら
、
大
ら
か
な
生
と
死
を

共
有
し
よ
う
と
さ
れ
る
中
村
先
生
の
真
摯
で
温
か

い
人
柄
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
協
調
が
、
話
の
随
所

に
し
の
ば
れ
る
。

シ
ェ
ア
の
持
つ
意
味

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
信
条
は
「
共
に
生
き
る
」

と
い
う
精
神
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
従
来
の
海
外
援

助
活
動
に
欠
け
て
い
た
部
分
で
あ
る
。
苦
も
楽
も

分
か
ち
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
誰
に
と
っ
て
も
容

易
で
は
な
い
。
英
語
の

S
h
a
r
e
に
は
、
こ
の

「
共
有
す
る
」
、
「
分
か
ち
も
つ
」
と
い
う
大
切
な

語
義
が
あ
る
の
だ
が
、
私
達
の
国
で
シ
ェ
ア
と
い

え
ば
、
先
ず
「
分
け
前
」
や
「
市
場
占
有
率
」
な

ど
の
経
済
用
語
と
し
て
流
布
し
て
い
る
の
も
象
徴

的
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
講
演
が
、
学
歴
経
済
エ
リ
ー
ト
の
入
口
に

か
か
る
予
備
校
生
に
聴
か
れ
た
の
は
、
特
に
意
義

深
い
。
本
の
最
後
に
は
、
過
不
足
の
な
い
解
説
も

あ
り
、
本
当
は
間
わ
れ
る
ば
か
り
の
一
読
者
会
員

が
書
け
る
こ
と
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。

播
か
れ
た
初
め
は
小
さ
か
っ
た
命
の
種
が
遠
い

地
に
芽
生
え
育
っ
て
、
い
ま
こ
の
国
に
も
少
し
ず

つ
枝
を
張
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
詩
人
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
員
）

＊

『
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
の
報
告
』
は
河
合
プ
ッ
ク
レ
ッ

ト
（
河
合
文
化
研
究
所
）
の

No20
と
し
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

紐
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中
村
先
生
の
活
動
の
本
拠
地
で
あ
る
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
病
院
院
長
ご
夫
妻

が
七
月
二
十
五
日
よ
り
八
月
二
十

一
日
ま
で
の
約

一
ヶ
月
間
、
日
本
を
訪
ね
ら
れ
ま
し
た
。
四
年
に

一
回
開
催
さ
れ
る
世
界
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ド
ク
タ
ー

会
議
が
今
年
は
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
た
め
、
そ
の

会
議
に
出
席
さ
れ
た
あ
と
ウ
ジ
ャ
ガ
ー
院
長
に
は

七
年
前
の
名
古
屋
訪
問
以
来
、
奥
様
に
は
初
め
て

の
日
本
訪
問
と
な
ら
れ
た
訳
で
す
。
日
本
は
例
年

に
な
い
酷
暑
で
し
た
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
夏
に

慣
れ
て
お
ら
れ
る
お
二
人
は
、
暑
さ
に
あ
え
ぐ
案

の
た
め
に
）
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

広島原爆ドームの前の院長夫妻

ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
英
文
（
夫
妻

ぶ
り
を
、
案
内
役
を
務
め
ら
れ
た
沢
田
さ
ん
に
レ
ポ

酷
暑
の
日
本
で
の
ウ
ジ
ャ
ガ
ー
夫
妻
の
熱
い
活
動

内
役
を
横
目
に
福
岡
・
長
崎
•
岡
山
・
広
島
・

奈

良
・
大
阪
・
京
都
・
東
京
と
精
力
的
に
日
本
を
満

喫
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ジ
ャ
ガ
ー
夫
妻
H
本
で
交
流
の
夏

|
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
、
各
地
を
訪
問

I

． 

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局

t
R
m
~訟E
ヱ
~

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
と
は
全
く
異
な
る
日
本
の
風
物

・
文
化
・
食
べ
物
・
片
言
の
挨
拶
ま
で
、
知
的
好

奇
心
も
旺
盛
に
吸
収
さ
れ
る

一
方
、
各
地
で
ミ
ッ

シ
ョ
ン
病
院
の
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
入
り
で
紹
介
・

講
演
頂
く
な
ど
、
双
方
の
交
流
に
大
い
に
貢
献
し

て
お
ら
れ
た
ご
夫
妻
で
し
た
が
、
帰
り
際
の
福
岡

市
内
か
ら
空
港
へ
の
追
す
が
ら
、
「
パ
キ
ス
タ
ン

が
発
展
し
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
は
女
性
が
社
会
進

出
を
し
な
い
か
ら
だ
。

（日
本
の
）
こ
れ
だ
け
多

く
の
女
性
が
労
働
力
と
な
っ
て
働
い
て
い
る
の
を

見
て
い
る
と
、
つ
く
づ
く
そ
う
思
う
」
と
言
わ
れ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

「
僕
は
ね
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
な
ん
だ
よ
」
と
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
で
幅
を
き
か
せ
て
い
た
欧
米
人

勢
力
を
追
い
出
し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
苦
笑

を
交
じ
え
な
が
ら
の
話
の
中
に
感
じ
た
ウ
ジ
ャ
ガ

ー
先
生
の
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
超
少
数
派
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
と
し
て
、
ま
た
、
欧
米
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病

院
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
院
長
と
し
て
意
地
を
貫
き
通

し
て
生
き
て
こ
ら
れ
た
そ
の
強
烈
な
個
性
は
、
今

年
の
夏
の
ぎ
ら
つ
く
太
陽
光
線
と
と
も
に
、
二
週

間
ご
案
内
さ
せ
て
頂
い
た
私
の
胸
に
、
今
も
鮮
明

な
印
象
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
お
辞
儀
が
好
き
だ
」
と
い
う
言
葉
と

日
本
へ
の
好
印
象
を
残
し
て
い
か
れ
た
奥
様
と
、
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DR. & MRS. UJAGER ENJOYED THEIR VISIT TO JAPAN 
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When we were having an unus叫 lyhot 

summer in Japan, we also had "hot guests" 

from Pakistan. 

Dr. Ujager, Medical Superintendent at 

Mission Hospital Peshawar(MHP), and his 

wife, also Doctor at MHP, visited Japan 

from July 2 5 to August 21 after they 

attended the International Christian Doc-

tors'Conference in Seoul. Korea. 

In spite of the heat throughout the na-

tion, Dr. & Mrs. Ujager seemed to have 

fully enjoyed their stay in Japan meeting 

varieties of people, who are associated 

with Dr. Nakamura's activity in Pesha-

war, rn many cities such as Fukuoka, 

Nagasaki, Okayama, Kyoto, Tokyo, Osaka 

and so forth. They also gave some 

speeches on their works at MHP or on the 

life in Pakistan itself and made their audi-

ence more informed about Pakistan. At 

some mettings, they were pleased to have 

many questions and enthusiastic interest 

in their activities in Peshawar. 

We are very happy to have had this 

opportunity to meet Dr. & Mrs. Ujager 

and believe that our bond through Dr. 

Nakamura's medical cooperation has been 

much more strengthened and their visit to 

Japan has left us a lot more than just 

knowing each other. 

We hope they made a safe trip home 

and best wishes to their family and im・

portant work in Peshawar. Dr. & Mrs. 

Ujager, "Thank you for coming" from all 

of us. 

We also thank every person who contri-

buted his/her time and energy to welcome 

Dr. & Mrs. Ujager. We appreciate your 

help and kindness you showed during 

their stay in Japan. 
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事務局主催の歓迎会で挨拶されるウジャガー院長

ウ
ジ
ャ
ガ
ー
院
長
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健

康
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

最
後
に、

J
o
c
s関
西
な
ら
び
に
東
京
、
邑

久
光
明
園
、
徳
洲
会
病
院
、
そ
の
他
、
各
地
で
ご

夫
妻
の
お
枇
話
を
頂
い
た
方
が
た
に
誌
面
を
借
り

ま
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
炎
暑

の
中
、
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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＊
中
村
先
生
の
こ
の
夏
の
現
地
報
告
会
も
、
全
国
三
十
か
所

以
上
で
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
そ
の
報
告
を
聞
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
で
の
総
会
に
は
、
遠
方
の
方
を
含
め

――
1
0
0
人
近
い
方
々
の
参
加
で
、
ア
ジ
ア
各
地
で
手
掘
り
井

戸
の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
中
田
正
一
先
生
（
風
の
学
校
主

宰
）
の
八
十
四
オ
と
は
思
え
な
い
パ
ワ
フ
ル
な
お
話
も
あ
り
、

参
加
者
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
中
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
中
村
先
生
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

＊
中
村
先
生
は
看
護
婦
の
藤
田
さ
ん
を
伴
っ
て
九
月
一
―
十
七

B
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ
赴
か
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
ご
家
族

を
日
本
に
残
し
て
の
赴
任
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
十
月
末
に

は
女
医
の
吉
武
さ
ん
が
、
現
地
に
赴
き
ま
す
。
十
―
一
月
に
は

英
国
で
熱
帯
医
学
研
修
中
の
石
松
先
生
が
復
帰
し
、
事
務
系

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
沢
田
さ
ん
も
再
度
現
地
入
り
し
ま
す
。
こ

う
し
て
見
ま
す
と
、
中
村
先
生
の
実
践
に
触
発
さ
れ
て
続
け

ら
れ
て
き
た
小
川
の
よ
う
な
活
動
が
、
ゆ
っ
く
り
と
よ
り
大

き
な
う
ね
り
に
な
っ
て
ゆ
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す。＊
今
回
の
藤
田
・
吉
武
さ
ん
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
特
筆
す

べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
お
―
一
人
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ

福
岡
徳
洲
会
病
院
、
札
桃
里
塚
病
院
に
籍
を
お
い
た
ま
ま
の

派
遣
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
分
へ
つ
ぎ
病
院
の
石
松
先
生
も

そ
う
で
す
が
、
日
本
の
現
状
を
見
る
と
き
病
院
側
の

N
G
o

（
民
間
海
外
協
力
団
体
）
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
は
極

め
て
稀
な
こ
と
で
す
。
巷
を
見
渡
す
と
、
海
外
協
力
や
国
際

交
流
の
声
ば
か
り
賄
し
く
、
そ
の
実
態
を
み
る
と
お
祭
騒
ぎ

の
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
し
か
能
が
な
い
（
あ
あ
、
広
告
代
理
店

ば
か
り
が
繁
昌
し
て
い
る
！
）
、
と
い
う
お
寒
い
状
況
で
、

不
景
気
に
な
れ
ば
全
て
は
元
の
木
阿
弥
以
上
の
怖
い
こ
と
が

起
こ
り
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
中
で
の
各
病
院
の
実
の
あ
る
支

援
体
制
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

●
事
務
局
だ
よ
り

せ

き

ふ

う

し

ゃ

闘
粛
央
区
大
名

一
—
二
—
十
五

石

風

社

品
。
九
．

ー
百

四
）
四
八
一
二
八

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て

ー
瘤
そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
難
民

＊
今
号
よ
り
会
報
の
第
三
種
郵
便
物
認
可
が
は
ず
れ
普
通
郵

便
物
扱
い
に
な
り
ま
す
（
従
来
は
J
O
C
S
の
「
み
ん
な
で

生
き
る
」
の
別
冊
扱
い
で
第
一
＿
一
種
認
可
）
。
ま
た
こ
れ
を
機

会
に
表
紙
の
一
新
を
は
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
素
晴
ら
し

い
絵
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
山
田
純
子
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
号
か
ら
の
表
紙
絵
は
、
こ
の
二
十
年
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
通
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
画
家
の
甲
斐
大
策

氏
が
、
装
頼
は
装
頓
家
の
毛
利
一
枝
さ
ん
が
、
快
く
引
き
受

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
甲
斐
さ
ん
は
、
「
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル

の
猫
L

、
「
命
の
風
物
語
」
、
「
シ
ャ
リ
マ
ー
ル
」
（
ト
レ
ヴ
ィ

ル
社
）
と
い
う
優
れ
た
文
学
作
品
も
お
書
き
で
す
。
お
二
人

の
ご
厚
情
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
も
新
た
な
旅
立
ち
で
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
の
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
訂
正
と
お
わ
び
〕
前
号
十
二
頁
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
一
九

八
九
年
度
会
計
報
告
し
中
「
特
別
会
計
・
支
出
の
部
」
の
金

額
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

1

医
薬
品
二
四

0
万
円
↓
二
八
一
五
四
一
四
円

2

同
輸
送
費
八

0
万
円
↓
七
八
四
五
八
六
円

〔
お
願
い
〕
当
分
の
間
、
郵
便
振
替
と
手
紙
は
従
来
通
り
福

岡
Y
M
C
A
内
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
宛
で
お
頗
い
し
ま
す
。

(-T810
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
1
0
|
2
4
福
岡
三
和
ビ

ル
4
F
郵
便
振
替
福
岡
9
|
6
5
5
9
6
夫一ー七
E
-
0
)

●
ア
ジ
ア
の
辺
境
か
ら
放
た
れ
た
痛
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
村
哲
著
四
六
判
上
製
―
―
二
0
頁
一
、
五
四
五
円

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を

支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支
え

あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
一
口
年
額
三
、

0
0
0
円
、
学
生
会
員
一

口
一
、

0
0
0
円
、
特
別
会
員
一
ロ
一

0
、

0
0

0
円
以
上
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
エ

夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
貝
は
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を
選
任

し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び
会
の

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
F
A
R
A
H
O
U
S
E

（
〒
八
一

0
福
岡
市
中
央
区
大
名
一
丁

H
I
0
-

二
五
上
村
第
ニ
ビ
ル
―
―

1
0
七
号

6
七
三
―
_
-
―

三
七
二
）
内
に
お
く
。

会
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